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午後１時００分開会 

 

○教育長 皆様、大変お待たせいたしました。定刻と

なりましたので、ただいまより始めさせていただき

ます。 

  本日は、大変お暑い中、傍聴人の皆様には多数お

越しいただきまして、心より御礼申し上げます。あ

りがとうございます。 

  私は、本教育委員会の進行を務めさせていただき

ます足立区教育長の中村でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  それでは、これから始めさせていただきますが、

これからの進行は着座にて進めさせていただきます。

よろしくお願いします。 

  まず、会議に先立ちまして、傍聴人の皆様へ申し

上げます。 

  会議中の撮影や録音については、委員の自由な意

見、協議を妨げる可能性がありますので、禁止とさ

せていただきます。 

撮影や録音、その他議事進行の妨げとなる妨害行

為があった場合は、足立区教育委員会傍聴人規則に

より退場していただきますので、ご注意ください。 

  それでは、ただいまから本年第８回足立区教育委

員会定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって、

会議は成立いたします。 

  これより審議に入ります。 

 

────────◇──────── 

 

○教育長 初めに、会議録署名員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名員に、早川委員、倉橋委員をご

指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、日程第１、第７３号議案を議題といた

します。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１、第７３号議案「令和

７年度足立区立小学校使用教科用図書の採択につい

て」以上。 

○教育長 第７３号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります、お手元の資料４ペー

ジをお開き願います。第７３号議案でございます。

案件名につきましては、記載のとおりでございます。 

  小学校使用教科用図書につきましては、令和７年

度が令和５年度に採択した教科書を使用する２年目

に当たりますので、義務教育諸学校の教科用図書の

無償措置に関する法律施行令第１５条及び足立区立

小学校使用教科用図書採択要綱第１５条の規定に基

づき、教科用図書審議会、教科用図書調査委員会、

教科用図書研究会は設置せずに、引き続き同一の教

科用図書を採択いただきたく、ご審議をお願いいた

します。 

  以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。 

  第７３号議案について、ご意見、ご質問がありま

したら委員のご発言をお願いいたします。ご質疑ご

ざいますか。よろしいでしょうか。 

  ないようですので、これより、第７３号議案「令

和７年度足立区立小学校使用教科用図書の採択につ

いて」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり議決することにいたします。 

  次に、日程第２、第７４号議案を議題といたしま

す。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第２、第７４号議案「令和

７年度足立区立中学校使用教科用図書の採択につい

て」以上。 

○教育長 第７４号議案について、岩松教育指導部長

ら説明をお願いします。 
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  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。お手元の資料１０ペ

ージをお開き願います。第７４号議案「令和７年度

足立区立中学校使用教科用図書の採択について」ご

説明をさせていただきます。 

  義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する

法律及び同施行令に基づきまして、令和７年度から

足立区立中学校で使用する教科用図書を採択する必

要がございます。資料１２ページから１５ページに

ありますように、文部科学省から通知されました中

学校用教科書目録（令和７年度使用）に登録されて

いる教科書のうちから採択いただきます。 

  資料１０ページにお戻りください。採択に当たり

ましては、中学校全３５校からの各教科の研究報告

書の提出を受けました。さらに教科ごとに、学校長

から推薦された副校長、教員で構成する教科用図書

調査委員会での調査、研究を経て、中学校長３名、

小学校長１名、中学校の保護者代表４名の計８名で

構成する教科用図書審議会がさらなる検討をいたし

ました。 

  そして、このたび、同審議会から提出された採択

資料を受けて、令和７年度中学校使用教科用図書１

０教科１６種目の採択をお諮りするものでございま

す。 

  これまでの教科用図書の調査、研究における検討

経過をご説明いたします。項番３「各委員会の開催

状況」を御覧ください。足立区立中学校使用教科用

図書採択要綱に基づき、５月８日に教科用図書審議

会委員の委嘱を行ったほか、５月１５日には各教科

の調査委員会委員の委嘱を行い、具体的な教科書の

調査、研究作業に入りました。（１）のところ、５

月９日に、区立中学校３５校の教科用図書研究会に

研究報告書の作成、提出を依頼し、５月３１日まで

に全学校から研究報告書を受領いたしました。 

  （２）それと並行して、教科書展示も開催いたし

ました。教員向け展示につきましては、区立中学校

４か所で、５月１３日から５月２９日まで開催し、

多くの教職員の皆様に御覧いただきました。一般の

方向けの教科書展示につきましては、区内３か所、

区役所本庁舎１階、こども支援センターげんき１階、

東京芸術センター１階ピアノラウンジにおきまして、

６月５日から６月２８日まで、計２４日間開催いた

しました。 

  この展示会では、地域住民の皆様が教科書に触れ

る機会をつくり、教科や教科書についての一般の理

解を深めることを主な目的としており、多くの区民

の方々にご来場いただきました。展示会におきまし

ては一般の方々にご記入いただいたアンケート、こ

ちらのご意見を、調査委員、審議委員、教育委員に

お渡ししております。 

  （３）教科用図書調査委員会では、各中学校から

提出された研究報告書等に基づき、専門的な立場か

らの調査、研究をまとめた調査報告書を作成し、６

月２５日に教科用図書審議会に提出しております。 

  （４）教科用図書審議会では、この報告を受けま

して、７月３日、１１日及び１７日に各教科の調査

委員長のヒアリングを行いました。７月２４日、２

９日に開催された教科用図書審議会で、さらなる検

討を行い、最終的にまとめられた採択資料が、８月

２日に教育委員会に提出され、事務局から教育委員

の皆様に送付させていただいております。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。 

  議事進行に当たり、採択の進め方に対する意見や

総合的な質問があればご発言いただきたいと思いま

す。いかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 審議の進め方について提案があります。

各委員とも、これまで、それぞれの教科書を調査し

てきました。また、教科用図書審議会から出された

採択資料や区民の皆様のご意見なども一生懸命、十

分読ませていただきました。 

  本日の採択は、各科目の教科書について、委員が

それぞれ意見を出し合った上で進めていくべきだと

思いますが、いかがでしょうか。 
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○教育長 ありがとうございます。ただいま、早川委

員から採択の進め方について提案をしていただきま

した。各委員が、これまでどのような視点を重視し

て検討されてきたのかということも含めて、ご意見

があればお願いしたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

  倉橋委員 

○倉橋委員 私も教育委員として、検討を重ねてまい

りました。各教科書会社が今日的な課題を取り入れ

て、使いやすさや教えやすさを配慮している点を評

価しております。また、審議会の採択資料や教科書

展示会のアンケートにも目を通させていただきまし

た。私自身も一保護者として、多様な背景を持つ足

立区の子どもたちがひとしく学習に取り組めるかと

いう視点を重視して、教科書を選定しました。 

  したがって、各委員が意見を出し合いながら採択

を進めていくことに同意いたします。 

○教育長 ありがとうございました。それでは、土肥

委員からもよろしくお願いします。 

○土肥委員 私は、教科用図書審議会から出された採

択資料や、区民の皆様の意見を読ませていただきま

した。また、自分自身で教科書の内容を確認するこ

とにも、時間を費やしてきました。各社様々な工夫

をしていて、検定を通った教科書の中から１つに絞

るということは、非常に時間もかかり、大変な思い

をしました。 

  ３月まで学校にいましたので、足立区の子どもた

ちに指導するということを念頭に、内容とともに生

徒の興味、関心や指導者側の活用しやすさを選択の

視点にしました。さらに、足立区では、教職のスタ

ートを足立区で迎える先生が非常に多いという現実

があります。足立スタンダードに則った指導を推進

しやすいのはどれかということも、教科書採択の視

点にさせていただきました。 

  本日は、各委員の意見を聞きながら、お互い意見

を出し合って、その上で採決していただければと思

っています。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。今各委員からご

発言いただきましたけれども、私の意見についても

申し述べさせていただきたいと思います。 

  私自身も、足立区の生徒の発達段階に応じて各科

目、それぞれ子どもたちが自ら興味、関心を持って

主体的に取り組める教科書がいいと考えております。

さらには、協働的な学び、そういったことにつなげ

られる教科書が大事だと思っております。そして、

生徒の発達段階に応じて、教員が系統立てて指導で

きる、そういったところも大事でございます。足立

区の実態に即した教科書を採択していきたいと考え

ておりますので、各委員からのご発言について同意

をさせていただきたいと思っております。 

  それでは、第７４号議案「令和７年度足立区立中

学校使用教科用図書の採択について」、私も含めま

した委員全員の意思に基づきまして、採択すること

にいたします。 

  これより１０教科、１６種目の教科書を審議しま

すが、教科別、種目別に質疑あるいは意見を出して

いただき、逐次決定することといたします。それぞ

れの委員の方のご協力、どうぞよろしくお願いいた

します。 

  では、まず、教科国語、種目国語について審議い

たします。発行者は、東京書籍、三省堂、教育出版、

光村図書、以上４社です。 

  質疑、または意見がありましたら、委員のご発言

をお願いいたします。いかがでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、まず光村図書を推させていただき

ます。教科書の最初にある「思考の地図」では、様々

な思考法が図やフローチャートを用いて分かりやす

く解説されており、１年生から３年生まで一貫して

統一されていると思いました。 

  また、内容が学年ごとに詳しくなるため、学習者

がいつでも確認ができて、思考法の定着がしやすい

と考えます。 

  さらに、各単元の最初に目標が設定されており、

各単元の最後に「学びへの扉」として、同じ目標が
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提示されているため、教師が学習を進めやすい工夫

がなされていると感じました。 

  ただ、「学びへの扉」が横書きなのが少し気にな

るのですけれども、「思考の地図」と照らし合わせ

ると、順序立てて考えていると思うのではないかな

と、そういう点で分かりやすいのかなと思いました。 

  また、「語彙ブック」については、語彙力が弱い

と感じている子どもたちに対して、教科書を通じて

語彙力を伸ばせることが非常によいのではないかな

と思い、光村図書を推させていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま倉橋委

員からご意見を頂きましたが、他の委員のご意見、

いかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 今、倉橋委員が話された内容とかぶる部

分も多々あるのですけれども、学習の進め方につい

ては、この４社、どの会社も適切に記載されている

のではないかと私は思いました。 

  中でも、特に光村図書出版さんは学習の見通しが

非常に立てやすく、何を学ぶかが明確であるため、

学力的に低い、低位層の生徒にも対応できやすいと

私は感じました。 

  先ほども出ていましたけれども、「学びへの扉」

でどのように学ぶかを１ページに掲載され、足立ス

タンダードに非常に合っているなという思いがしま

した。 

  そのため、視点が明確であり、足立区の子どもた

ちにとっては分かりやすい教科書であるかなという

ことで、私も光村図書出版さんを推薦したいと思い

ました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。早川委員からも

よろしくお願いいたします。 

○早川委員 私も足立スタンダード、足立スタンダー

ドについて、来てくださっている方は、分からない

方もいらっしゃるかもしれないのですけれども。先

生方、子どもたちが目当てを立てて、目当ての達成

に向け、学習の計画をまとめさせて、それを実現す

るためのテキストとして、光村はとても先生方も子

どもたちも分かりやすい教科書なのではないかと思

いました。 

  足立区の子どもたちは、令和５年の全国学力学習

状況調査で、読むことがマイナス１.６ポイント弱か

ったり、学力定着に関する総合調査から無回答率が

１０％以上のものは全て思考とか判断、表現の問題

であること。そういうことを考えますと、思考させ

るということのくせをつける。それも大上段に構え

たものではなく、教科書を学ぶことによって自然と

くせをつけるということがいいのではないかと思い

ます。 

  特に光村さんでは、１年から３年を通して、テキ

ストの最初に「思考の地図」というプリントがあり

ます。どういうふうに思考を生かしていったらいい

のかということも具体的な指標を示しておりますし、

それに沿って、授業をしていったり、子どもたちも

学んでいけば、自然に考える力が身につくのではな

いかと思いました。 

  また、光村は古典とか小論文、それから文語文法

などを扱い、高校の内容にも連携していらっしゃい

ます。東京書籍さんでも同様であるのですけれども、

和歌とかそういうものに対して、光村さんはより一

層親しめるような内容だと思いましたので、私は光

村を推します。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。今、３人の委員

からそれぞれご発言を頂いたところでございます。 

  私も４人目として意見を述べさせていただきたい

と思いますが、各委員からご発言があったことと私

もほぼ同意見でございまして、私も４社の教科書を

読ませていただきました。私が教科書を読むのは何

十年ぶりというところでございまして、今の教科書

は本当に読みやすく、すごく各社よくできているな

ということが、まず最初に痛感したところでありま

す。中には、私が子どもの頃読んだような作品もあ

るというところもあって、私が子どもたちに読んで
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ほしいと思う作品がある中の、２社を特に読み比べ

ました。三省堂と光村図書の教科書を読み比べさせ

ていただきました。その中で、光村図書の冒頭の学

習の見通しとか、「思考の地図」というところが、

学習指導要領に掲げる言語活動を通じて、国語を正

確に理解し、適切に表現する資質、能力というとこ

ろの育成においては、とても分かりやすく整理でき

ているなと感じました。 

  そして、「学びへの扉」ですとか「学びのカギ」

というような学びやすい工夫もあり、また足立区の

場合、特に読書活動、そういったところを通じて自

発的、主体的、そういった学習活動を支援できるよ

うに学校図書館の利活用に昨年度から力を入れてき

ています。そういった意味で、読書に親しむという

ところでは、紹介されている作品数の多い、光村図

書のほうがよりよいかなと思いました。 

  なので、私も光村図書を推薦させていただきたい

と思っております。 

  以上、４者から、それぞれ光村図書を推すという

ご意見がありましたが、誰か補足する意見がござい

ましたらお願いしたいのですが、いかがでしょうか。

よろしいでしょうか。 

  それでは、教科国語、種目国語について採択いた

します。たくさんのご意見が出されましたが、それ

ぞれ総合的にご判断いただいて挙手、決定していき

たいと存じます。お１人１発行者に挙手をお願いい

たします。 

  最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙

手を求めます。ゼロであります。続いて、三省堂を

採択することに賛成の方の挙手を求めます。ゼロで

あります。続いて、教育出版を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。ゼロです。続いて、光村図

書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。挙

手４名です。 

  よって、光村図書を採択することに決定いたしま

す。 

  次に、教科国語、種目書写について審議いたしま

す。発行者は、東京書籍、三省堂、教育出版、光村

図書、以上４社です。 

  質疑または意見がありましたらご発言をお願いし

ます。いかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 私は、この４社の中で、光村図書を推薦

させていただきます。何点か心に残ったよかった点

を話させてもらいます。 

  まず１点目は、習字ですので毛筆の場合、手本が

必要となってくるのですけれども、実は光村図書さ

んは手本の文字の大きさがちょうど学習で使う半紙

の大きさと同じになっているという点があります。 

  さらに、左利きの子どもたちもいるわけですけれ

ども。左利きの子どもたちにも配慮されているコン

テンツが入っています。 

  また、具体的に言いますと、８８ページの「書く

ことの意義を感じられるコラム」とか、１０４ペー

ジの「自分らしい文字」という説明の文章があるの

ですけれども。ここで生徒同士が話し合う教材が用

意されているだけでなくて、一番は、文字を書くの

が苦手な生徒にも、自信を持たせて授業を進められ

るような要素がここに盛り込まれているので、私は

この点は非常にいいなと思いました。 

  また、「書き初めマスターブック」が最後に書い

てあるということもそうなのですけれども。筆の動

きが擬音で表現されて、つまりトン、ツー、トンと

か、ピョンピョン、ピタッというような非常に分か

りやすい表現も入っていて、書道離れが進んでいる

中で、書道嫌いとかそんなことに対する配慮が非常

にされているのが、光村図書さんだと私は感じたの

で、光村を推薦させてもらいます。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま土肥委

員から光村をというご意見を頂きましたけれども、

他の委員の方のご発言お願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 先ほど土肥委員がおっしゃられたように、

皆さんにもお見せしましたけれども、このように大

きいお手本を光村さんは使っていらっしゃいます。
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ほかの出版社も使っているのですけれども、光村さ

んは全部がこの大きさでやってくださっているとい

うのが、子どもたちにとってはとてもいいのかなと

思います。 

  また、先ほど左手の扱いも、どの教科書も触れて

はくださっているのですけれども。光村さんは、左

手と右手をちゃんと分けて動画でこのように机の上

に配置しましょう、このように持ちましょうと同様

に扱ってくださっているので、それも大変いいこと

ではないかなと思いました。 

  それから、光村さんはもう一つ、ペン画というこ

ともどの教科書も今、扱っているのですけれども、

「書写ブック」というのがありまして、いわゆるペ

ン習字的なことも扱ってくださっている。どの教科

書も扱ってくださっているのですけれども、やはり

私たちは日本人として生まれて、もちろんＬＩＮＥ

のスタンプとかそういのは便利で使うこともあるか

もしれませんが、やっぱりきれいに字を書くという

ことも学んでほしいなと思いまして、私は光村を推

させていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。倉橋委員からも

ご発言、よろしくお願いします。 

○倉橋委員 私も光村図書を推させていただきます。

先生方がさっきおっしゃったように、教科書を縦に

すると半紙と同じサイズで、どの程度の大きさで書

けばいいかというのが、とても分かりやすいのでは

ないかと思いました。 

  それと、手紙の書き方とか入学願書の書き方とい

うのは、ほかの教科書会社のところもあるのですけ

れども、基本的には入っているのですが、ただ光村

さんの場合は、メールの書き方、あとタッチペンで

の署名の仕方というようなことが載っておりました。

これから子どもたちが大きくなって会社に入るなり

なんなり、大学でもそうだと思うのですけれども、

メールをやり取りするということが増えると思うの

です。ＬＩＮＥとかじゃない、ちゃんとしたメール

のやり取りというものは、これから先、会社に入る

なりなんなりしたときにとても大事なことだなと思

いますので、その基本というものを教えてくれてい

るのはいいことだなと。 

  それから、タッチペンでの署名って、私なんかで

もすごく難しくて、うまく書けないなと思うことが

よくあるのですけれども。何となく、そういうこと

をちゃんとこういう書き方をするといいということ

を書いてあることに対して、私はこれからの時代に

役立つ内容が含まれていると思って、非常に好まし

いと感じて、私は光村図書を推させていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。３者、光村図書

の教科書がいいというご意見を頂きました。皆さん

の意見と私もかなり重なっておりまして、光村図書

がいいかなと思いました。 

  先ほどご案内がありましたけれども、別冊の「書

写ブック」ということで、文字の書き方というか、

それが学習しやすくなっているなというところが１

つです。 

  あと、それぞれご指摘があったところなのですが、

さらにコラムで、先ほど何点かご紹介がありました

けれども、私も特にユニバーサルデザインフォント

の記事もコラムにありまして、そこが詳しく記載さ

れているというところもございましたので、全部を

比較すると光村図書がよいかなと感じたところでご

ざいます。 

  それぞれご意見を頂きましたけれども、何か補足

するご意見ございましたら頂きたいと思いますが、

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、教科国語、種目書写について採択しま

す。お１人１発行者に挙手をお願いします。最初に、

東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。０です。続いて、三省堂を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。０です。続いて、教育出版

を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０で

す。続いて、光村図書を採択することに賛成の方の

挙手を求めます。４名です。 

よって、光村図書を採択することに決定いたしま
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す。 

  次に、教科社会、種目地理的分野について審議い

たします。発行者は、東京書籍、教育出版、帝国書

院、日本文教出版、以上４社です。質疑または意見

がありましたらご発言をお願いいたします。いかが

でしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 社会、地理的分野のことをお話しさせて

いただきます。私は、帝国書院を推させていただき

ます。地理の教科書というのは、特に特性として１

０ページとか１２ページに「地図帳の使い方」とい

うのを、帝国書院さんは取り上げてくだっています。

帝国書院さんは、皆さんもご存じのように地図帳と

かもつくっていらっしゃって、この地図帳の質がす

ごく優れているということと、その地図とのリンク

も取れているということ。 

  それから、都立高校の入試の対策にでも、そのグ

ラフとかそれからその地図とかも、入試でもそのよ

うな地図が使われることが多いということですので、

入試とかにも慣れていてもらえればいいかなと思っ

ております。 

  以上で終わりです。 

○教育長 ありがとうございます。ただいま帝国書院

を推薦するというご意見を頂きましたが、他の委員

のご意見を頂いてよろしいでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、日本文教出版の教科書もいいなと

思っていたのですけれども、帝国書院を推させてい

ただきます。 

  帝国書院は、挿絵が分かりやすいかなと。考えを

まとめるための工夫がなされているというようなこ

とが印象的でした。地理の分野では、地図とか表、

グラフなどの見やすさが重要だと考えます。なので、

帝国書院のほうが、色遣いが非常にきれいで分かり

やすいかなと感じました。 

  また、各節ごとに設けられた振り返りでは、白地

図や図、フローチャートなどを用いて、内容が分か

りやすくまとめられているかなという点も評価させ

ていただきました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。早川委員に加え

て、倉橋委員からも幾つかご意見を頂きましたが、

土肥委員、よろしくお願いいたします。 

○土肥委員 私も帝国書院さんと日本文教出版さんで

悩んだのですけれども、やはり帝国書院さんは地図

との関連がすばらしいです。あと、グラフの見方と

か、グラフも非常に多く取り入れられて、高校入試

で必ず出るグラフなのですけれども、そういう対策

にも生かしやすいかなという思いがありました。 

  あと、日本の地方の勉強をするときの最初のペー

ジが、帝国書院さんはその地方の大きな地図があり

まして、小学校で習う勉強を想起させるのに非常に

役立つのではないかなと。 

  あと、やはり地図の色遣いも非常に配慮されてい

て、見やすくできているので、帝国書院がいいかな

と私も思いました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。教科書を見ると、

それぞれの単元の頭には、確かに小学校用地図にな

っていて、特に中１で学ぶときにはすごく見やすい

なと私も思いました。 

  私の意見を述べさせていただくと、現在も帝国書

院が足立区での教科書になっているのですけれども、

比較しまして、私は日本文教出版がいいかなと思っ

たところです。比較しながら、日本文教出版のほう

がどちらかというと学びやすくなっているかなと感

じました。それぞれ地理的な見方、考え方のことも

触れているのですけれども、日本文教出版のほうが、

それに加えて学習の始めにというところや、各章ご

とに学習内容を俯瞰しながらグループで学び合って、

全体の見通しが立てやすくなっているかなと感じた

ところと、それぞれ見開きの構成が全て統一的にさ

れていて、学習効果が高められるような問いがちり

ばめられているなと思いました。 

  それらが、子どもたちにとって徐々にステップア

ップしていく流れがすごくしっかりできているなと
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感じたという点と、それからまとめと振り返りとい

うところで、協働的な学びにつながるようなそうい

った工夫があったり、地理プラスアルファというと

ころでも、インドのＩＣＴ産業とか、ウクライナの

問題が触れられていたりとか。それから、「持続可

能な地理を目指して」というところでは、自然災害

のハザードマップのところも触れていて、時代に合

った記事がかなりあるので、帝国書院ももちろんす

ばらしいなと思ったのですが、日本文教出版のほう

も捨てがたいので、私はこっちをと思いまして、日

本文教出版を推薦させていただきたいと感じました。 

  それが私の意見でございます。 

皆さん、それぞれ意見がございますけれども、何

か追加するご意見ありましたらお願いしたいと思い

ますが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、教科社会、種目地理的分野について採

択いたします。お１人１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に、東京書籍を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。０です。続いて、教育出版を

採択することに賛成の方の挙手を求めます。０です。

続いて、帝国書院を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。３名です。続いて、日本文教出版を採

択することに賛成の方の挙手を求めます。１名です 

  帝国書院３名、日本文教出版が１名ということで、

帝国書院を採択することに決定いたします。 

  続いて、教科社会、種目地図について審議いたし

ます。発行者は、東京書籍、帝国書院、以上２社で

す。質疑または意見がありましたらご発言をお願い

いたします。いかがでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、帝国書院を推させていただきます。

地図の色彩がはっきりしているところがいいかなと

思います。視認性が高いというか、とても見やすい

かなと感じました。また、各ページに地図のタイト

ル、日本だったりとか、アジアだったりとかという

タイトルがあるのですけれども。それが必ず左上に

配置されていて、今、どのページにどの地図が載っ

ているかということが分かりやすいかなと思いまし

て、私は帝国書院を推させていただきました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま倉橋委

員からは帝国書院をということでございますが、他

の委員のご意見はいかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 私も帝国書院が見やすいと思います。何

しろ配色が見やすくて、地図が立体的に見えるとい

うのが帝国書院のよさだと思っています。 

  あと先ほど倉橋委員も言っていたように、左の上

に大きなタイトルがあって、例えば、近畿地方を探

したいとか、東アジアを探したいときに、一番探し

やすくできているのが帝国書院の地図だと思うので、

帝国書院を推薦させていただきます。 

○教育長 ありがとうございます。早川委員、よろし

くお願いいたします。 

○早川委員 先ほどの先生方２人と同じ理由で帝国書

院を推薦させていただきます。はっきりした色合い

があるということは、視力の弱い方、いわゆるロー

ビジョン外来とか最近は言われていますけれども、

そういう子どもたちにとっても見やすいということ。

それともう一つ、竹島とか尖閣諸島とかが、帝国書

院は立体的にちゃんと書いてあるのです。東京書籍

さんはちゃんと書いてくださってはいるのですけれ

ども平面的なので、それも分かりやすいということ

でよろしいのではないかなと思っております。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま３名の

委員の意見を頂きましたけれども、私の意見として

も、帝国書院のほうがいいかなと思いました。その

理由としましては、地理の学習においては、もちろ

ん教科書は大事ですけれども、教科書よりもむしろ

地図帳がとても大事な図書で、見やすいというご意

見を頂きましたが、それだけではなくて内容の充実

度がとても大事じゃないかと思っています。そうい

った視点で見比べたときに、巻末の統計データなど

を拝見した中では、帝国書院さんのほうが、量的に

もすごく充実しているなと思ったところと。 
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  それから、それぞれのいろいろな地方の記事の中

で、例えば日本の中部地方の箇所を見たときに、中

部地方では防災というテーマで、洪水の備えの記述

とか、ＳＤＧｓのアイコンがついていたりとか、そ

れから日本の自然災害・防災の資料なども見ると、

よりページ数を費やして紹介しているという点、い

ろいろと総合的に見た中で、帝国書院のほうがいい

かなと私は思いました。皆さんと見ている箇所、ほ

ぼ一緒でございまして、そういった視点で推薦をさ

せていただければと思いました。 

  委員の皆さん、何か補足的なご意見あれば頂きた

いと思いますが、よろしいでしょうか。 

  それでは、教科社会、種目地図について、採択い

たします。お１人１発行者に挙手をお願いいたしま

す。最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の

挙手を求めます。ゼロです。続いて、帝国書院を採

択することに賛成の方の挙手を求めます。４名です。 

  よって、帝国書院を採択することに決定いたしま

す。 

  次に、教科社会、種目歴史的分野について審議い

たします。発行者は、東京書籍、教育出版、帝国書

院、山川出版、日本文教出版、自由社、育鵬社、学

び舎、令和書籍、以上９社です。質疑または意見が

ありましたらご発言をお願いいたします。いかがで

しょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 ９社あって、どの教科書も学習指導要領

にのっとって、章や節が構成されています。この９

社の中で、私は東京書籍さんと日本文教出版社、こ

の２つで迷いました。最終的には、私は日本文教出

版を推薦させていただきます。 

  理由としては、日本文教出版さんは学習の流れを

非常に大切にしているということが一番です。巻頭

で具体例を基に、理解しやすいように説明されてい

ると思いました。東京書籍さんも、同様な記載はあ

るのですけれども、日本文教出版さんのほうが分か

りやすいかなと私は感じました。 

  また、単元の一番最初の導入のところで、日本文

教出版さんは、前の時代と学習する時代のイメージ

が分かる資料を同時に掲載して見比べて、単元を貫

く問いを立てて、解決の見通しを持つ構成になって

いて、生徒が主体的な学習を進めやすいような工夫

がされているのかなと思いました。 

  以上の点から、私は日本文教出版さんを推薦させ

ていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま日本文

教出版のご意見を頂きましたが、他の委員からのご

意見、いかがでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、東京書籍を推薦させていただきま

す。まず、「みんなでチャレンジ」というのが各章

にあると思うのですけれども、そちらでどのような

話合いをするかが明確に示されていて、分かりやす

いかなと感じました。 

  また、１７４ページ、１７５ページで、「日本固

有の領土」が歴史の流れの中で、取り上げられてい

るということを私は評価いたします。 

  次のページ、１７６、１７７ページでも「領土を

巡る問題の背景」ということを丁寧に解説されてい

る点もいいと思っております。ほかの教科書も日本

の領土については、単元の終わりに知識を深める形

式で採用されてはいるのですけれども、歴史の教科

書の流れというものを意識した教科書は、東京書籍

さんがいいのかなと思って、私は東京書籍を推させ

ていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ただいま、委員か

らのご発言のように、領土問題を巡る問題の背景と

いうところが歴史の流れの中で入っているのは、多

分教科書が違う、基礎的なところだなと私も思いま

した。 

  それでは、早川委員のご意見を聞いてよろしいで

しょうか。 

○早川委員 私は、日文を今回は推薦したいと思いま

す。先ほど土肥先生もおっしゃられた歴史の学習指
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導要領の中で、歴史の体感をつかむということが文

部省から挙げられているのですけれども、体感をつ

かむということの点で、最初の２０ページから２１

ページ、地図と合わせた年表で流れをつかんだりと

か、大変分かりやすく歴史に気持ちが向くようなや

り方が、それはすばらしいなと思っています。東京

書籍さんとも心の中で悩んでいます。 

  以上です。日文です。 

○教育長 ありがとうございます。ただいまいろいろ

ご意見を頂きまして、皆さん悩んでいらっしゃると

ころがありますが、私も結論的に言うと、いろいろ

見た中で、東京書籍がいいかなと思っていまして。 

  現在の教科書は、日本文教出版でございますけれ

ども、私が比較して見た限りですが、東京書籍のほ

うが、歴史的な事象が起きた、その後に歴史にどん

な影響があったかという点を歴史の推移が分かりや

すいような記載がよくされているかなと感じたとこ

ろです。 

  先ほど委員からもご指摘があったように、冒頭の

ところで、これは文教出版でもそうなのですけれど

も、歴史を捉える見方、考え方が詳しく記載されて、

見開きごとに学習の課題ですとかいろいろな問いが

設定されていて、学習効果を高める工夫、これはほ

とんど業者ほぼ一致しているかなと思いますが、「み

んなでチャレンジ」というところは主体的、対話的

な学びができるような構成になっているなと思った

ところです。 

  もう一つ、学習指導要領の中に、日本の歴史を世

界の歴史の中で理解するということが目標として定

められていて、その点で見てみたときに、東京書籍

のほうが、日本の年表と世界の年表とが対比させる

ような形で書かれていて、さらによく読んだ限りで

は、世界史の記述も比較的充実して書かれているな

と私は思いました。そういった点で、東京書籍のほ

うがよいかなと感じたところでございます。 

  いろいろ意見がおありかと思いますが、４人の方

の意見を改めて聞いた上で、皆さん、ご意見がござ

いましたらお願いしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 今の学習指導要領の中で、世界の中の日

本というものを位置づけるようにということが言わ

れていたのですけれども、東京書籍さんは、世界史

の中を踏まえてよく書いてくださっているなと思っ

て、そこで私も悩んでいたのですが、領土問題につ

いても、歴史の中で自然に書いてくださっていると

いう点から、私、日文から東京書籍に変更します。 

○教育長 ご意見ありがとうございます。ほかの方は、

何かご意見がございますでしょうか。 

  私から皆様にご意見を頂ければと思う点がありま

して。それは、今回発行されている教科用図書の中

で、令和書籍さんが今回初めて検定を通ったという

ことがありますので、できたら皆様からご意見を頂

けるといいなと思っているのですが、いかがでしょ

うか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 令和書籍さんは、足立区の子どもたち、

生徒が使うにはちょっと難しいかなというのが私の

強い印象です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかの委員はいか

が。 

  早川委員。 

○早川委員 令和書籍さんは、読み物としては、私が

大人としてとても興味が持てるものだったと思いま

す。検定は通ってくださっているので、そこに関し

ては問題はないと思うのですが、カラーが少ないの

と、字がとても多いのです。中学校の教科書として

は、長いと思いました。 

○教育長 ありがとうございます。倉橋委員、よろし

くお願いします。 

○倉橋委員 私も同意見でして、内容は興味深いので

すけれども、文字数、ページ数がとても多くて、１

ページ全部文字だったりとかというのが、興味のな

い子には難しい内容過ぎるかなと感じております。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。私が思っている
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印象とやはり似ています。教科書、ちょっと厚いの

で、子どもたちが学びやすいかどうかという視点で

見たときに、難しいかなと感じましたので、皆様に

ご意見を頂戴したところでございます。ほか、よろ

しいでしょうか。ご意見がなければ、採択に移りま

すが。 

  それでは、教科社会、種目歴史的分野について採

択いたします。お１人１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に、東京書籍を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。３名です。続いて、教育出版

を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０で

す。続いて、帝国書院を採択することに賛成の方の

挙手を求めます。０です。続いて、山川出版を採択

することに賛成の方の挙手を求めます。０です。続

いて、日本文教出版を採択することに賛成の方の挙

手を求めます。１名です。続いて、自由社を採択す

ることに賛成の方の挙手を求めます。０です。次に、

育鵬社を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０です。続いて、学び舎を採択することに賛成の方

の挙手を求めます。０です。続いて、令和書籍を採

択することに賛成の方の挙手を求めます。０です。 

  東京書籍３名、日本文教出版１名ですので、よっ

て東京書籍を採択することに決定いたします。 

  次に、教科社会、種目公民的分野について審議い

たします。発行者は、東京書籍、教育出版、帝国書

院、日本文教出版、自由社、育鵬社、以上６社です。 

  質疑または意見がありましたら、ご発言をお願い

いたします。いかがでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は東京書籍を推させていただきます。

東京書籍さんは、章の最後に章末に「深めよう」と

いうページがあるのですけれども、そこと章の最初

の導入の活動がリンクしていまして、勉強する前と

後で自分の考えがどのように変化をしていったのか

ということが、考えられやすいのかなというところ

です。最初に勉強する前に考えたことと、後で考え

たことが違って、変化するしないは別として、自分

で考えるということが、学習内容がしっかり身につ

いていくということになるのではないかなと思って

評価しました。 

  また、８４ページにどの教科書にも日本の主な政

党は書いてあるのですけれども、東京書籍さんの場

合は、その党首の今、現の党首の方の写真が掲載さ

れています。テレビだったりとかその他のＳＮＳだ

ったりとかで、その顔を見ているかもしれないと思

うと、この人がここの党首なんだなという理解が進

むのかなと感じております。ただ、今後、党首が替

わるので、その情報の有効性は薄れるのかなと思う

のですけれども。ただ、子どもたちが興味を示すと

いう意味では有効かなと思いまして、東京書籍さん

がいいと思います。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかに。 

  土肥委員。 

○土肥委員 私は、日本文教出版さんを推薦します。

何点か理由があるのですけれども。５６ページ、５

７ページに「まちのバリアフリーを探そう」という

ことで、大阪を例にした記述があるのですけれども、

これ２ページにわたって非常に細かく、様々なバリ

アフリーについての記載があります。ここを見てい

たときに、５７ページだけページの厚さが違うので、

何でかなと思ったのですけれども。実は、ここに点

字が入っているのです、教科書の中に。これは、日

本文教出版さんだけなので、これは大きな特徴かな

と思って、これはとてもいいなと思いました。 

  あと、足立区の子どもたちが使うという点を踏ま

えて、１２０ページに足立区の「ビューティフル・

ウインドウズ運動」の写真が２枚、大きく掲載され

ていて、ビュー坊も写っていて、こんなことが書か

れています。全部は読めないのですけれども、「東

京都足立区では、ニューヨークの取組をモデルにし

た区独自の運動を行っています。『美しいまちは安

全なまち』を合い言葉に、区や警察、住民と協力し

て」云々ということが書かれていて、小学校の児童

が登校するときの登校サポーターの町会の方の写真

とか、地域清掃活動を小学校１年生ですか、これ。



12 

 

やっているところに、町会の女性がお手伝いをして

いるような写真が載っていて、この辺りで私は日本

文教出版さんを推薦したいと思います。 

○教育長 ありがとうございました。 

  早川委員。 

○早川委員 私も日本文教出版を推薦したいと思いま

す。足立区では、調べる学習というのを行ってはい

るのですけれども、自分たちで調べて、発表すると

いうことです。公民の教科書なのですけれども、２

２２ページから２３０ページにかけて、どういう題

材を選んで、どういうふうにレポートを書くかとい

う論文の書き方というのを、公民の授業に取り入れ

ながら、自然と書けるようになっております。これ

も足立区の子どもたちの学習意欲にも合っているの

ではないかと思い、日文を選ばせていただきました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。意見は分かれて

いるかと思いますけれども、私は現在の教科書が日

本文教出版ですが、日本文教出版がいいかなと思い

ました。各編の冒頭に、「学習のはじめに」という

ことで、場面設定とか章の問いとかそういったもの

が関連づけられていて、学習の見通しが立てやすい

というところで、導入部分が大変学びやすい。これ

は、日本文教出版の特徴的なところかなと思います。 

  あと、内容の中で、「チャレンジ公民」というと

ころで、社会課題、そういったものを考察したり、

「明日に向かって」というところでは、中学生が社

会参画する手がかり、そういったものを得たりする

ことができているので、新しい課題への探究とか、

それから先進的な地域の取組、そういったものが学

べるようになっているなというところ。 

  そして、先ほど早川委員からありましたけれども、

学習指導要領上でレポート作成を求められている点

で、レポート作成が丁寧に解説されているのが、日

本文教出版かなと思いました。 

  さらに、先ほどは「ビューティフル・ウインドウ

ズ運動」の紹介も出ているということも加味すると、

文教出版のほうがよいかなというのが私の印象でも

あります。 

  ４社、それぞれご意見を頂きましたけれども、何

か補足、意見がありましたらお願いしたいのですが、

いかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 公民という特性を考えたとき、国民主権

とか日本の政治についてとか、市場の働きとか国際

社会とどう付き合っていくかとか、そういうことを

学ぶわけなのですけれども。私は最終的に暗記して

テストという、そういうことだけではなくて、自分

の考え方をある程度、しっかり持つ必要性があると

思うのです。そのためには、最終的には自分の考え

をまとめてレポートを書くことができるようにして

いかないといけないということが、すごい大切だと

思うのです。 

  そのことを踏まえると、日本文教出版さんは２２

２ページから、このレポートというのはこうやって

書くのだという具体例をたくさん挙げながら、書き

方についての説明が非常に詳しく書かれているのが、

日本文教出版さんなので、日本文教出版がいいのか

なと私は思います。 

○教育長 ありがとうございます。今、委員からご指

摘のような、もちろん知識というものもベースとし

ては、とても大事なところではありますけれども。

今後、中学卒業した後の、社会に出てというところ

では、こういうレポートを作成したりとかプレゼン

するとか、そういったところは欠かせない。どの場

面でも欠かせないところなので、その辺の基礎がで

きるのはとても大事なところだなということを採択

の上では加味をさせていただければと思います。あ

りがとうございます。 

  ほか、いかがでしょうか。よろしいですか。 

  それでは、教科社会、種目公民的分野について、

採択いたします。お１人１発行者に挙手をお願いい

たします。最初に、東京書籍を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。１名です。続いて、教育出

版を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０

です。続いて、帝国書院を採択することに賛成の方
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の挙手を求めます。０です。続いて、日本文教出版

を採択することに賛成の方の挙手を求めます。３名

です。続いて、自由社を採択することに賛成の方の

挙手を求めます。０です。続いて、育鵬社を採択す

ることに賛成の方の挙手を求めます。０です。 

  東京書籍１名、日本文教出版３名ですので、よっ

て日本文教出版を採択することに決定いたします。 

  次に、教科数学について審議いたします。発行者

は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、

啓林館、数研出版、日本文教出版、以上７社になり

ます。質疑または意見がありましたら、ご発言をお

願いいたします。いかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 私は、数学は東京書籍を推します。数学

は、数学を通して論理的思考や問題解決能力を養う

ということが目的です。いわゆる何度も出ておりま

す足立スタンダードで言われている「めあて」とい

うのを、この東京書籍さんの中では、キャラクター

が指し示し、問題解決を身近に考えられるようにま

とめの手立てを助けています。 

  また、結果を導くのにいろいろな考えがあるとい

うことも、生徒のキャラクターが異なった考えを検

討する場面などもあり、そのこともいいところだと

思っております。 

  また、問題数も多過ぎても少な過ぎても足立区の

子どもたちにはふさわしくないと思っていますが、

東京書籍さんは４,８９５題。いろいろなほかの教科

書と比べて、ちょうどいい量ではないかと思います。 

  また、新しい概念で、グラフの書き方で、箱ひげ

図というのがあるのです。これは、これから高校で

学んでいく情報などでも出てくることだと思うので

すけれども、この説明が東京書籍さんはとても分か

りやすい説明、新しい概念なのですが分かりやすく

説明してくださっているなと思いました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。他の意見、いか

がでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私も東京書籍を推薦させていただきます。 

  教科書の特徴として、ほぼ全てのページにＱＲコ

ードがついていて、授業だけではなくて、自宅学習

に役立つのではないかと考えられます。 

  また、１、２年生では、「学びのベース」、３年

生では「学びのマップ」というページがありまして、

そこでは、３年間で学んだ内容を共通する考えでま

とめており、定着を助けると思いました。 

  また、章の最初に身の回りにある問題を提起して、

それを数学的に解決していこうというふうに、数学

につなげて生活の中での考え方というのを実感でき

るのではないかと思い、東京書籍を推させていただ

きます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。２人の委員から

東京書籍を推すという意見を頂きましたが、土肥委

員、よろしくお願いします。 

○土肥委員 どの会社も、数学は本当に興味、関心を

どうやって引き出して、主体的な学習を促していこ

うかというのを、各社とも工夫しているいい教科書

だなと私は思いました。 

  中でも、東京書籍さんが一番そういう意味では分

かりやすいというか、生徒にはいいかなと思いまし

た。具体的なところを言うと、例えば生徒が苦手な

文章題とかをＩＣＴを用いて一人一人が操作できる

機能、２次元コードみたいなのが用意されていると

いうことは非常に有効なのではないかなと思いまし

た。 

  また、先ほどから出ている箱ひげ図ですけれども、

これは東京書籍さんが一番分かりやすく書かれてい

るかなと私は思いました。 

  さらに数学なので、様々なデータが出てきます。

データとか作図をするに当たっていろいろな例が出

てくるのですけれども。東京書籍さんだと食料品を

扱ったりとか、校庭にラインを引くとかという比較

的身近なことを題材として一番使っているのが東京

書籍さんだったと私は思うので、大きな差はないの

ですけれども、東京書籍さんを推薦させていただき
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たいと思います。 

○教育長 ありがとうございました。今、３人の意見

を頂きまして、東京書籍を推すという意見でしたが、

私も比較しながら読ませていただきまして、現在が

教育出版の教科書を使っていて、同様に教育出版を

使ったほうがいいのではないかと思いました。 

  というのも、必ず新しい章に入る前に、既習事項

を確認できるというページを設けていて、新しい単

元に入る前にそこで確認ができるなというところが

構成上いいなと思ったのと、そして最初の章に入っ

た最初に「Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ」というページを設

けていて、学習につなげられる課題を取り上げなが

ら学びが始まるというところで、キャラクター遣い

も東京書籍も大分いろいろ使っていらっしゃってい

ましたけれども、教育出版も使っていて、いろいろ

問いですとか、見方、考え方がキャラクターがやり  

取りするような形で工夫されているので、現在の教

科書をそのまま維持してもいいかなと感じたところ

でございます。 

  最後に「学んだことを活用しよう」というところ

もあって、学習したことを、身の回りの問題に取り

組むことができるような工夫もされているので、い

い教科書かなと感じたところです。 

  私の意見は以上でございます。 

４者、それぞれご意見を頂きましたけれども、補

足的にご意見を頂ければと思いますが、いかがでし

ょうか。よろしいですか。 

  それでは、教科数学について採択をいたします。

お１人１発行者に挙手をお願いいたします。最初に、

東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。３名です。続いて、大日本図書を採択すること

に賛成の方の挙手を求めます。０です。続いて、学

校図書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０です。続いて、教育出版を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。１名です。続いて、啓林館を

採択することに賛成の方の挙手を求めます。０です。

続いて、数研出版を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。０です。続いて、日本文教出版を採択

することに賛成の方の挙手を求めます。０です。 

  東京書籍が３名、教育出版が１名。よって、東京

書籍を採択することに決定いたします。 

  次に、教科理科について審議いたします。発行者

は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、

啓林館、以上５者です。質疑または意見がありまし

たらご発言をお願いいたします。いかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 理科は、東京書籍さんを私は推薦させて

もらいます。理由は、実験の手順と結果が、開いた

ときに同じページにないわけです。実験の結果はあ

る意味、答えになります。その答えが見開きページ

でぱっと答えが子どもたち、生徒の目に入らなくて、

１ページめくったところに実験結果が書かれている

ということは、配慮されているので、すぐ結果が分

かってしまうよりも、教える側、子どもたちにとっ

てもそのほうがいいのかなと思った点が１つです。 

  それと、自分一人で自宅で勉強するということを

考えると、東京書籍さんは「これまでに学んだこと」

という欄があるのですけれども、ここがとても生徒

に助かるなという思いがありました。 

  あと教員のことを考えてしまったのですけれども。

中学校の教員は、物化生地といって、中学校では物

理的な内容と化学的な内容と生物的な内容と地学的

な内容があります。試験で、東京都の採用試験で入

ってくるとき、当然理科一般の試験を受けて、さら

にその中で専門的な、私は物理、私は地学とかいう

中に入ってきたときに、理科の先生は大きな枠でく

くったとしても、中学校の理科の先生の中には、物

理専門であった理科の先生もいるし、生物専門であ

る理科の先生もいます。そういうことを考えると、

東京書籍さんのほうが、例えば自分が物理でなくて

も、物理的な内容を教えやすいのかなと。要するに、

言い方が適切ではないかもしれないですけれども、

比較的易しいというか、分かりやすいのが東京書籍

さん。教員の側からも東書のほうがいいのではない

かなと私は感じました。 

  以上です。 
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○教育長 ありがとうございました。東京書籍が教員

の側から見ても教えやすいというご意見を頂きまし

たが、他の意見、いかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 私も東京書籍を推させていただきます。

東京書籍は、先ほど土肥先生が言ったことが、ほと

んど私が選んだ理由なのですけれども。東京書籍で

は、特に先ほどおっしゃった「これまでに学んだこ

と」という欄を設けてあるほかに、つまずきやすい

内容については、例題とか演習を設定してあって、

自分でも勉強がしやすいように。なかなか理科って

教えにくい科目だと思うのです、保護者にとっても。

だけれども、そういうのを自分で導きやすい、教え

やすいようにしてあるような教科書じゃないかと思

って、東京書籍を推させていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。倉橋委員、ご意見

お願いします。 

○倉橋委員 私は、学校図書を推薦させていただきま

す。各章の最初に大きな見開きの写真が使われてい

るのですけれども。とてもきれいな写真で、子ども

たちの興味を引きやすいのではないかなと感じまし

た。そこのページ自体にＳＤＧｓマークがついてい

るので、その点も評価いたします。 

  また、さらにページの端に方法、結果、考察とい

った授業の流れが分かりやすく示されていて、子ど

もたちにも学習の見通しが立てやすいのではないか

なと思い、学校図書を推薦させていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。意見がそれぞれ

出ておりますが、私の意見を申し上げますと、現在

の教科書、東京書籍です。東京書籍のままでいいか

なと思っているのが私の意見でもありますが、学習

指導要領ですと理科の学習においては、科学的探究、

これが重要視されています。その探究するというと

ころの流れがすごく分かりやすく説明されているの

で、東京書籍がいいのではないかなと思いました。 

  また、冒頭の見開きの中で、説明がありましたけ

れども、実験の中の課題に対しての仮説を立てなが

ら調べ、実験を通じて考察したり、探究したりとい

うプロセスがすごく分かりやすく、各章でもそれが

ずっと踏襲される形なので、理科としては学びやす

い教科書かなと感じましたので、東京書籍を推薦さ

せていただければと思っております。 

  ４者、それぞれご意見を頂きましたが、補足的に

意見がありましたらお願いしたいのですが、いかが

でしょうか。よろしいですか。 

  それでは、教科理科について、採択をいたします。

お１人１発行者に挙手をお願いいたします。最初に、

東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。３名です。続いて、大日本図書を採択すること

に賛成の方の挙手を求めます。０です。続いて、学

校図書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

１名です。続いて、教育出版を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。０です。続いて、啓林館を

採択することに賛成の方の挙手を求めます。０です。 

  東京書籍３名、学校図書１名です。よって東京書

籍を採択することに決定いたします。 

  それでは、時間が１時間２０分を過ぎましたので、

ここで休憩を取らせていただきたいと思います。５

分、休憩をさせていただきますので、２時２５分、

再開でよろしくお願いいたします。 

（休憩） 

○教育長 それでは、音楽一般から再開をさせていた

だきたいと思います。 

次に、教科音楽、種目一般について審議いたしま

す。発行者は、教育出版、教育芸術社、以上２社で

す。質疑または意見がありましたら、ご発言をお願

いいたします。いかがでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、教育芸術社を推薦します。著作権

について、１年生の６６、６７ページ、２、３年生

の下巻でも６４、６５ページで取り上げられていま

す。今は自分で配信できる時代なので、著作権につ

いては、とても重要な情報だと思います。なので、

３年間のうち、２回しっかりと学習できるというこ
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とは大事なことだと思いました。 

  また、ポピュラー音楽のジャンルについては、５

８ページから６３ページまで見開きで説明されてい

て、日本や海外のことがとても分かりやすく、子ど

もたちの興味を引く内容になっているのではないか

と感じました。 

  また、音声コンテンツもとても充実していると思

いましたので、そこも評価させていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。著作権のことは、

配信ができるので、権利侵害にならないようにとい

う意味もあり、子どもたちに学んでもらいたい非常

に大事なことになっていると思います。 

  他の委員の意見、いかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 私も教育芸術社を推薦させていただきま

す。やはり鑑賞教材数が断然多いということと、デ

ジタルコンテンツにも優れています。 

  あと、２つの会社ともに国歌は掲載されているの

ですけれども、掲載されている位置が、教育芸術社

は最後のページの裏表紙とその隣のページに掲載さ

れています。非常に目立つ場所です。もう１社は、

２ページめくったところに掲載されています。教育

芸術社は、歌詞の具体的な意味について、「千代に

八千代に」はどういう意味かとか、「さざれ石」っ

ていうのはこういうことだとか、「巌となりて」は

どういうことかなど、具体的な説明も入っています。

逆に、教育出版は、さざれ石の写真、鎌倉にあるの

ですけれども、この写真が掲載されているというよ

うな点を見まして、私は教育芸術社を推薦させてい

ただきます。 

○教育長 ありがとうございます。 

  早川委員。 

○早川委員 私も教育芸術社を推薦させていただきま

す。教材数が圧倒的に多いのが、教育芸術社でござ

います。また、郷土の伝統音楽というのも教育芸術

社がもちろん多いのですけれども。国際色豊かな足

立区の子どもにとっても、外国の曲数が、教育出版

社が２７、教育芸術社が８０と圧倒的に多いのです。

そういうことを考えても、教育芸術社がよろしいの

ではないかと思います。 

  また、ただ音楽を聴いたりとかするだけでなく、

ワークシートなどが教育芸術社にはありまして、自

分の考えを整理できたりする機会があるのは、いい

なと思いました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。私も他の委員と

同じで、教育芸術社がいいかなと思いました。冒頭

で学習内容について学習指導要領の知識、技能、思

考力、判断力、表現力といったものをうまく関連づ

けて整理されていて、作品で何を学ぶかということ

も分かりやすく表となっているところと。それから、

「学びのコンパス」というところで、話合いをした

り、自分の考えを広げたり深めたり、そういったこ

とができ、主体的で対話的な深い学び、そういった

ものを促す工夫がされているかなというところで、

使いやすい教科書ではないかと思いまして、私も教

育芸術社を推薦したいと考えました。 

  ４者の意見、出そろいましたけれども、何か補足

的な意見がございましたら、お願いしたいと思いま

すが、いかがでしょうか。よろしいですか。 

  それでは、教科音楽、種目一般について採択いた

します。お１人１発行者に挙手をお願いいたします。

最初に、教育出版を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。０です。続いて、教育芸術社を採択す

ることに賛成の方の挙手を求めます。４名です。 

  よって、教育芸術社を採択することに決定いたし

ました。 

  続いて、教科音楽、種目器楽合奏について審議い

たします。発行者は、教育出版、教育芸術社、以上

２社です。質疑または意見がありましたらご発言を

お願いいたします。いかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 私は、教育芸術社を推させていただきま

す。取り上げている楽器の曲数が、先ほどの音楽一

般と違って、さほどそんなに差がないのですけれど
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も、特に教育芸術社に関しては、和楽器について取

り上げている数が、教育出版社が１１、教育芸術社

が２１ととても多かったのが特徴でして、ぜひ和楽

器のことも取り上げていただきたいと思いますので、

よろしいかと思っております。 

  それから、音楽はデジタルコンテンツの数がどう

しても比較の対象になってしまうのですけれども。

これも教育芸術社が４２と倍くらい多いので、子ど

もたちが自由に聴けるということでもよろしいかと

思います。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。では、他の委員

の意見いかがでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私も教育芸術社を推薦させていただきま

す。足立区では、多くの学校で琴を実際に弾く授業

を行っています。教育芸術社は、１０ページを使っ

て様々な奏法を学ぶことができております。９８ペ

ージには、琴用の楽譜も掲載されていて、「少年時

代」や「夏祭り」といった新しいジャンルの曲を短

い楽譜で掲載しているので、子どもたちが飽きずに

学習できるのではないかなと思いました。 

  また、自分で琴でメロディーをつくるという取組

も面白いなと思って評価させていただきました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

  土肥委員。 

○土肥委員 ２人の委員と同様な意見です。私も教育

芸術社を推薦します。写真とか図も含めて情報量が

教育芸術社のほうが断然多いという点においても、

興味、関心が深い題材が扱われているのではないか

と思って教育芸術社を推薦します。 

○教育長 ありがとうございました。３者のご意見と

共通いたしますが、私も教育芸術社がいいかなと思

いました。デジタルコンテンツのお話がありました

けれども、充実しているなというところと、打楽器

の紹介もすごく多くて、楽器の使い方が分かりやす

く説明されているとか、いろいろな点でよさを感じ

ましたので、教育芸術社を推薦したいと考えており

ます。 

  何か委員から補足意見はございますか。よろしい

でしょうか。 

  それでは、教科音楽、種目器楽合奏について、採

択いたします。お１人１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に、教育出版を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。０です。続いて、教育芸術社

を採択することに賛成の方の挙手を求めます。４名

です。 

  よって、教育芸術社を採択することに決定いたし

ます。 

  次に、教科美術について、審議いたします。発行

者は、開隆堂、光村図書、日本文教出版、以上３社

です。質疑または意見がありましたらご発言をお願

いいたします。 

  土肥委員。 

○土肥委員 ３社ともにデジタルコンテンツは充実し

ていると思いました。中でも私は光村図書を推薦し

ます。２、３年生の中に日本の絵画というページが

あるのですけれども、このページが数ページにわた

って非常にすばらしい作品が載っていると思います。 

  さらに、光村図書さんは苦手な生徒対策の別冊資

料編というのがありまして、用具の使い方の説明と

か、実際の中学生の声も記載されているため、美術

の苦手なお子さんにとっては、とっても助かるので

はないかなと。それで光村図書を推薦させていただ

きます。 

○教育長 ありがとうございます。では、他の委員の

意見、いかがでございましょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 もう全部、土肥委員がいいところは言っ

てくださったのですけれども、私も光村図書を推さ

せていただきます。光村のこの中とじの数ページに

わたる「日本の絵画を楽しむ五つのキーワード」と

称して、日本の浮世絵とか、それから尾形光琳など

を特集してくださっているのです。そういうことも

すごくいいことだなと思って、光村図書を推させて
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いただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。倉橋委員からも

お願いいたします。 

○倉橋委員 私は、開隆堂を推させていただきます。

表紙がすごくすばらしいデザインだなと私は思って

います。油絵っぽいとか、あと１年生でもタイルが

凸凹していて、表紙を見ただけでわくわくするよう

な魅力があるなというのが、一番の理由です。 

  その中でも１年生の教科書は、見開きのところで、

必ず授業で勉強すると思うのですけれども。風神雷

神図屏風が大きく取り上げられているのと、開いた

ところでは、伊藤若冲の樹花鳥獣図屏風、これは大

きく見開かないと大きさが理解できないだろうなと

いう作品をしっかりと大きく取り上げられています。

また、特に伊藤若冲自体が近年注目されている作家

なので、とてもこれは評価させていただきました。 

  また、デジタルコンテンツでは、生徒の視線で撮

影した動画なども入っていて、これも同じような年

代の子たちが撮った写真や作品を載せているところ

でとてもいいなと思っております。 

  また、２、３年生の教科書の９２ページのところ

では、江戸切り子の説明もされていて、東京工芸に

親しみを持つということは、足立区の子どもたちに

とっては重要なことだなと思っているので、私は開

隆堂を推薦させていただきます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。今、３名の委員

のご意見を頂いたところです。私の意見を言わせて

いただきますと、学習指導要領上に表現されていま

す「表現鑑賞」、その幅広い活動を通したという目

標がありますけれども。その表現鑑賞について、そ

れぞれ教科書に書いてあるのですけれども、光村図

書がその２つの学習活動を分かりやすく表記してい

るなという印象を持っていて、それぞれ学習の目標

というのですか、目標も色彩、技能の目標とか、発

想、鑑賞の目標、そういったものがそれぞれ作品の

上に書いてある３点が分かりやすく表記されている

ところですとか。ところどころにポイントとかキャ

ラクターのコメントもついていて、着目すべき点と

か問いがそういったところで明確に表示されていて、

とてもいいかなというところと。あと資料編の別冊、

基本的な用語の使い方がちゃんとまとまった資料に

なっているところがいいのではないかな思ったとこ

ろでございまして。そういった点を総合的に見て、

光村図書がいいかなと私は思いました。 

  先ほど開隆堂の表紙に関しては、このインパクト

は私もすばらしいなと思うのですが、どちらかにし

なくてはいけませんので、そうすると光村図書かな

と思いました。 

  何か補足、意見がございましたらお願いしたいと

思います。いかがでしょうか。よろしいですか。 

  それでは、教科美術について採択をいたします。

お１人１発行者に挙手をお願いいたします。最初に、

開隆堂を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

１名です。続いて、光村図書を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。３名です。続いて、日本文

教出版を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０です。 

  開隆堂１名、光村図書３名ですので、よって光村

図書を採択することに決定いたします。 

  次に、教科保健体育について審議いたします。発

行者は、東京書籍、大日本図書、大修館、Ｇａｋｋ

ｅｎ、以上４社です。質疑または意見がありました

らご発言をお願いいたします。いかがでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は東京書籍とＧａｋｋｅｎのどちらか

で今、悩んでいるのですけれども。東京書籍は、章

の最後に章末の資料が入っていて、より深く学習で

きるように工夫されているのかなと感じております。

また、性の多様性についても丁寧に説明をされてい

ると感じました。ただ、Ｇａｋｋｅｎの教科書の章

のまとめがしっかりしていて、身近な問題を取り上

げて、課題の発見が促されているのかなと思います

ので、今この２社で悩んでいます。なので、この後

の先生方の意見を聞いた上で、決定をしたいと思い
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ます。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。悩んでいるとい

うご意見を頂きました。では、ほかの委員のご意見

を頂きたいのですが、土肥委員、よろしくお願いし

ます。 

○土肥委員 デジタルコンテンツは、各社ともに優れ

ていると思いました。先ほどから何回も出てきてい

ますけれども、足立区では学習スタンダードとして

目当てと振り返りを必ず実施しようという授業が推

進されています。そういう授業づくりをしている中

で、実はこの４社を比べたときに、Ｇａｋｋｅｎだ

けが各単元の見出しの前に「ウォームアップ」とい

う、この単元に関連する身近な話題を取り上げた導

入発問が設けられています。この発問をすることで、

生徒が学習の課題に気づいて何を学習するかという

ことを主体的に捉えられるように配慮されているの

だなと私は思いました。「ウォームアップ」をして

「エクササイズ」、課題の解決をして学びを生かす、

探究しようという流れになっていることがよく分か

り、足立区の生徒のことを考えると、とても学習し

やすいようにつくられているのではないかと思いま

した。 

  さらに、「探究しようよ」というコーナーの発展

学習の資料が非常に豊富にそろっているのですけれ

ども、私がいいなと思ったのは、「脳死と臓器移植」

のページに臓器提供カードの写真が掲載されている

のです。今、本当はもっと広く知ってもらいたいよ

うなところなのですけれども、なかなかこれに触れ

るところがない部分で、こういうところまで配慮さ

れているのだなと思って、Ｇａｋｋｅｎがいいかな

と私は思いました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。今、Ｇａｋｋｅ

ｎを推薦するご意見を様々頂きましたが、早川委員、

いかがでしょうか。 

○早川委員 私、小学校の教科書採択のときもＧａｋ

ｋｅｎと東書で悩んだのですけれども、今回も悩み

ましたが、私はＧａｋｋｅｎを推薦したいと思いま

す。 

  Ｇａｋｋｅｎさんというのは、医療的なものにと

ても深く、詳しく書いてくださるということがあり

まして、小学生でもエイズのことが書いてありまし

たし、今回も性病というくくりの中で、どの教科書

も書いてくださってはいるのですけれども。足立区

で、１６歳までに受けてくださると無料になる子宮

頸がんワクチンがあるのですけれども。子宮頸がん

ワクチンと同じウイルスで、男性の尖圭コンジロー

マというのも同じワクチンで、今回、それが認定に

なって、足立区でも補助が受けられということにな

ったのですけれども。正直言って、余り知らない性

病だとは思うのですけれども、そういう性病のよく

ないことは、知らないうちに人に移してしまう。そ

れがどんどん広がっていってしまうということだと

思うのですけれども。予防できたりすることができ

るものなのです。そういうことに関して、中学生の

ときに詳しく書いてくださるというのは、足立区の

子どもにとってもぜひ必要な知識だと思います。で

すから、私はＧａｋｋｅｎを推薦したいと思います。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。様々Ｇａｋｋｅｎ

のいい点を委員からご確認いただきました。Ｇａｋ

ｋｅｎもすばらしいなと思いつつ、私は、現在が東

京書籍の教科書を使っていますので東京書籍のまま

でいいかなと感じました。その前提といいますか、

保健体育の教科といいながらも、その中で保健の授

業って恐らく時数は相当限られてしまうかなと思っ

ていまして。なので、見開きで学ぶべきところが、

端的に表現されている教科書、東京書籍、Ｇａｋｋ

ｅｎはもちろんそうなのですけれども、表現されて

いるという点では、余り大きな差はないのですが、

ただ、東京書籍のほうが巻末にスキルブックという

ものを掲載していて、その中では２０ほどあります

けれども、指圧法とか心肺蘇生法とか熱中症の応急

処置とか、いろいろと大事なことが載っていて、こ

こが使えるのではないかなと思って、その点から東
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京書籍のほうがいいかなと感じたところでございま

す。 

  倉橋委員が、悩んでいらっしゃるというご意見だ

ったのですが、今、いろいろ委員の発言がありまし

たけれども、どうでしょうか。 

○倉橋委員 土肥先生、早川先生のご意見を伺って、

確かに臓器移植カードとかっていうのは、子どもた

ちにも関係してくる話だったりするので、それもす

ごく大事なことだなということと。あと、性感染症

とその予防について、子どもたちにもしっかりと理

解をしてもらうためには、保健の教科で学んでいっ

てもらいたいなと思いますので、Ｇａｋｋｅｎのほ

うがそこをよりしっかり教えてもらえるのかなと思

いました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかにご意見ご

ざいませんか。よろしいですか。 

  それでは、教科保健体育について採択をいたしま

す。お１人１発行者に挙手をお願いいたします。最

初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を

求めます。１名です。続いて、大日本図書を採択す

ることに賛成の方の挙手を求めます。０です。続い

て、大修館を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０です。続いて、Ｇａｋｋｅｎを採択するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。３名です。 

  東京書籍１名、Ｇａｋｋｅｎ３名ですので、よっ

てＧａｋｋｅｎを採択することに決定いたします。 

  次に、教科技術家庭、種目技術分野について審議

いたします。発行者は、東京書籍、教育図書、開隆

堂、以上３社です。次、また意見がございましたら

ご発言をお願いいたします。いかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 技術という教科は、ものづくりを通して、

実践的な体験などを通して、社会を構築する資質や

能力を育成するということが大切な授業だと思いま

す。 

  足立の子どもにとって、ひょっとしたら、何か自

分でこの技術を身につけたいとか、このものづくり

関わりたいといった、キャリア教育の出発点になる

かもしれないという視点も、私は大切なのではない

かと思いました。 

  私の中では、東京書籍さんと開隆堂さんに絞られ

ました。開隆堂さんは、全体的に大変詳しく、あと

は大学の入試の科目でも正式に捉えられた情報とい

う授業が、いわゆるプログラミングとかそういう授

業のことなのですけれども。そういうことまで大変

詳しく書いてありました。高校生になっても、使う

のではないのかなと思うような内容でした。 

  東京書籍さんは、本当に技術のプログラムの情報

のモラルが書いてあり、それも難しいと思いますけ

れども、高校につなげられる授業ではないかと思い

ました。 

  私としては、プログラミングの授業より、東京書

籍さんのほうでお願いしたいかなと思います。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。技術が、今後、子

どもたちの将来、キャリア教育につながる大事な教

科というところで、より学びやすい点とか、その活

用というところで、活用できるものがというご意見

頂きましたが、ほかの委員のご意見はいかがでしょ

うか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、教育図書を推薦させていただきま

す。全体的に丁寧な説明がされているのではないか

なと感じました。技術の先生は、令和７年度の応募

状況が１.５倍という低倍率でして、どうしても教員

が少なくなるということを考慮すると、より子ども

たちが教科書を見て、理解できるような丁寧な説明

が必要なのかなと思っております。 

  情報セキュリティやモラルについては、東京書籍

さんがすごく多く取り扱っていて、とてもいいと思

うのですけれども。教育図書も少ないわけではない

かなと思っております。なので、教育図書のほうが

いいかなと。またさらに、「スキルアシスト」って

また別冊で入っているのですけれども、これでまた

よりよい情報を得ることができるのかなという点で
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も評価をさせていただきました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。それでは、土肥

委員からもお願いします。 

○土肥委員 私は、東京書籍を推薦させてもらいます。

「レッツスタート」で身の回りから学習内容の関心

を高める工夫を東京書籍さんはしています。基本的

なプログラミング体験ページが分かりやすいなと思

いました。 

  あと、先ほどから出ている情報モラル教育のこと

なのですけれども、特にＳＮＳ問題が出てきている

ような足立区の生徒には非常に大切なページになっ

てくると思うのですが、このページに割いている割

合が、東京書籍さんは断然多いです。情報モラルに

ついては、詳しく書かれています。 

  以上のような理由で、私は東京書籍さんを推薦さ

せていただきます。 

○教育長 ありがとうございます。３人のご意見を頂

きましたが、現在の教科書も東京書籍ということで

ありまして、それでいろいろ比較して見させていた

だきましたが、東京書籍が学びやすいのかなと印象

を持ちました。先ほど委員からもありましたが、目

標とか「レッツスタート」とかそういった流れが、

読ませていただくとすごく学びやすくなっているな

というところと。それから「技術のとびら」という

ところで、基礎的な学習、そういったものが深めら

れるような内容も掲載されていますし、あと先ほど

やはりご指摘の情報モラルについても、とてもトラ

ブルになりやすいところなので、その分、多くペー

ジを割いて解説されているという点も、東京書籍が

いいかなと感じたところでございます。 

  ４人の意見、それぞれございましたけれども、ほ

かの意員から何か補足がありましたら頂きたいと思

いますが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、教科技術家庭、種目技術分野について

採択いたします。お１人１発行者に挙手をお願いい

たします。最初に、東京書籍を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。３名です。続いて、教育図

書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。１

です。続いて、開降堂を採択することに賛成の方の

挙手を求めます。０です。 

  東京書籍３名、教育図書１名ですので、よって東

京書籍を採択することに決定いたします。 

  次に、教科技術家庭、種目家庭分野について審議

いたします。発行者は、東京書籍、教育図書、開隆

堂、以上３社です。質疑または意見がありましたら

ご発言をお願いいたします。いかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 私は、東京書籍と開隆堂で悩んでいまし

た。開降堂さんのよさは、例えば料理のページだと

写真も大きくて、基礎的な内容をしっかり押さえて

分かりやすいなという印象を持ちました。東京書籍

さんは、料理の数が開降堂さんの倍ぐらいあるので

す、サンプルが。これは布製作にも同様に言えるこ

となのですけれども。数が多いからいいのか、少な

いからどうなのだという議論になってしまうのです

けれども。今の学習指導要領の考え方からいくと、

たくさんあるサンプル、料理とか布製作がたくさん

見本がある中で、自分の意思でこれをつくりたい、

これをつくってみたいというようなことを考えるこ

とに非常に意味があると思うのです。そうなると、

生徒が主体的に考えて、自分のつくりたいものをつ

くるという発想で考えると、やはりサンプル数が多

いほうがいいのかなと、私は最終的にそういう結論

に至って、たくさん資料があったほうがいいのでは

ないかなということで、私は悩んだ末に東京書籍さ

んを推薦させていただきます。 

○教育長 ありがとうございました。では、土肥委員

の意見を踏まえながら、どうでしょうか。他の委員

の意見は。 

  早川委員。 

○早川委員 私も東京書籍さんと開降堂さんで迷いま

した。開降堂さんのいいところなのですけれども、

東京書籍さんと教育図書と開降堂さんの中で、メニ

ューは少ないのですが、一番ページ数が多いのです。

ということは、いかに開降堂さんが丁寧につくって
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くださっているかということなのです。でも、今の

授業はどうも、お料理とかでも、１つのもの、「今

日はカレーライスをつくります。では１班から何班

まで同じようにしてください」ということではなく

て、このグループはカレーがつくりたいけれども、

このグループは鶏の唐揚げみたいな感じで、選ぶよ

うな形の授業みたいなのです。そうすると、それぞ

れのご家庭で、それこそこれを買ってくるとかそう

いうような形なので、メニューが豊富。先ほどの土

肥先生じゃないですけれども、子どもたちが選べる

数が多いというのが足立区の子どもたちにとっては

いいことだということで、今回は、私は東京書籍を

推薦したいと思います。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。では、倉橋委員か

らもご発言をお願いします。 

○倉橋委員 私も東京書籍さんと開降堂さんですごく

悩みました。開降堂さんは、「調理方法Ｑ＆Ａ」と

いって、アンサーも入っているのですけれども。例

えば、お肉を焼くのは何で先に表面を焼くのかとか、

小麦粉をどうして入れなきゃいけないのかというこ

とをちゃんと説明をしてくれていたりとかするので

す。 

  あと、多様な家族関係について、ヤングケアラー

とか里親制度などの問題も教科書に取り入れている

ことがとてもいいと思ったのです。 

  そうなのですけれども、東京書籍さんが献立が多

いということに対しては、土肥先生と同じで選びや

すいなと感じました。 

  また、つけ合わせの料理との手順例が豊富なので

す。調理実習では１品しか作らなかったりというこ

とが多いと思うのですけれども、実際に家で料理を

しようとなったときに、主菜だけではなくて副菜が

必ず必要なのだよなと思ったときには、これをつく

りながらこっちもつくらなければいけないのだとい

う手順がものすごく大事で、それが東京書籍さんは、

多く載っているなところがいいと思いました。 

  あと、サスティナブルクッキング、やはり現代の

社会問題にも取り組んでいるのかなと感じて、私は

悩んだ結果、東京書籍さんかなと思っております。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。３人の方から、

口々にだいぶ悩んでいらっしゃるご発言がありまし

た。倉橋委員と私も似ていまして、開降堂の冒頭の

里親とかヤングケアラーとか、いろいろな家族構成

が結構しっかり書いてあるのがすごくよくて、その

点だけでいうと、開降堂がいいなと思っていたので

すけれども。その後の調理のところとかいろいろ見

ている中で、丁寧に書いてあるのがいいのか、多彩

な料理を紹介しているのがいいのかという点で、気

持ちが、現在も東京書籍ですが、東京書籍のほうが

今の子どもたちにはいいのかなと気がしました。私

のように年齢がいっていると、もしかしたら開降堂

さんがいいのかなと、私はそう見えたのですが、子

どもたちの視点で見たときにどっちかなと迷ったの

が、また東京書籍さんが、先ほどの技術のときも申

し上げましたけれども、学習の流れがとてもよくま

とまっている点も踏まえて、東京書籍がいいかなと

私も思ったところです。ということで、皆様、ご意

見があるでしょうか。よろしいですか。発言なけれ

ば、採択に行かせていただきます。 

  では、教科技術家庭、種目家庭分野について、採

択します。お１人１発行者に挙手をお願いいたしま

す。最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の

挙手を求めます。４名です。続いて、教育図書を採

択することに賛成の方の挙手を求めます。０です。

続いて、開隆堂を採択することに賛成の方の挙手を

求めます。０です。 

   よって、東京書籍を採択することに決定いたしま

す。 

次に、教科外国語、種目英語について審議いたし

ます。発行者は、東京書籍、開隆堂、三省堂、教育

出版、光村図書、啓林館、以上６社です。質疑また

は意見がありましたらご発言をお願いいたします。

いかがでしょうか。 

 倉橋委員。 
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○倉橋委員 私は、光村図書を推薦させていただきま

す。教科書の流れが中学校生活とリンクしていて、

導入をしやすいのかなと感じております。足立区は、

２期制なのですけれども、教科書では夏休みと冬休

みで区切りをつけていて、夏休み前には、夏休み楽

しみだなといった内容であったりとか、１年生だと、

夏休みが終わった後の授業では、転校生が来ました

よみたいな、実際に中学生活を送っているのと同じ

ように、教科書も流れているので、特に１年生は入

りやすいのかなと思いました。 

  また、目次では、単元の目標がマークで示されて

いるのですけれども、一目でどのような活動をすれ

はいいのか分かるというのがとてもいいなと思って

おります。 

  また、デジタル教科書についても、動画が実写と

アニメを選ぶことができて、あと再生速度を変えた

りとか、字幕をつけられたりとか、子どもたちが自

由に自分たちのペースで学習できるという点が、と

ても評価できるなと感じております。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。では、ほかの委員。 

  土肥委員。 

○土肥委員 足立区の学力定着度調査や国の調査から、

足立区の中学校の生徒は、書くことが課題であると

いうことが明らかになっています。そこの観点で教

科書を見ていくと、光村図書さんが一番いいかなと

私は思いました。話したことや読み取ったことを基

にして書くという活動が、光村図書さんは中１の初

めから各パートに設定されています。これは、いい

のではないかなと思いました。 

  あと、目次に単元ごとの重点項目、４つ観点があ

るのですけれども、重点項目が２つに絞ってありま

す。これは、若い先生にとっては非常に使いやすい

と思うのです。ほかの社を調べると、ほかの社は評

価、評定をするのは、１つの観点もしくは全部書い

てあるというようなことが掲載されている中で、光

村さんはいつも４つの観点の中から２つを選んでい

る。４技能のバランスが取れた指導、評価をするに

当たって、非常に計画しやすいのではないかなと思

いました。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。光村図書を推薦す

る委員がいたようですが、早川委員、いかがでしょ

うか。 

○早川委員 小学校でも英語が始まっていますけれど

も、小学校の英語と中学校の英語では当然違ってい

て、小学校での目標は英語を嫌いにならないことで、

その感じで中学校につなげてもらうことだと思うの

ですけれども。中学校でも、単純に発音練習とか、

単純にＡだけを書くとか、そういうのが今の英語教

育ではないということは、文科省でも言っておりま

す。先ほど土肥先生からも出たように、４技能、い

わゆるリスニング、それからスピーキング、リーデ

ィング、ライティングですね。聞いて、話して、読

んで、書く。これが英語の４技能で、とても大切な

ことなのですけれども。足立区の子どもたちでは、

先ほど言ったようにテストでいろいろと聞いて話す

ということは、評価はちゃんと上がっていっている

のですが、読んで書くというのは、すごく苦手なよ

うで、いろいろな各テストでも評価がなかなか出な

いところです。そのふさわしいテキストとしては、

先ほど土肥先生もおっしゃっていたように光村図書

は中１から話したり、読んだりしたことを書くこと

に変えるということに力を置いてくださっています。

もちろん、ほかの教科書もしてくださってはいるの

ですけれども、中１の初めからついているのは光村

さんだけです。ほかのテキストでは、１年の途中か

らそういうものがついていたり、教育出版も１年の

初めから話したり、読んだりすること、書くことに

主体を置いているものをしてくださってはいるので

すけれども、自分で書くのではなくて穴埋めなので

すね。ですから、そういう点でも光村さんを私も推

薦いたします。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。現在使っている

教科書が東京書籍です。小学校が今、光村図書を使
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っているという現状があって、私も今の足立区にお

いて英語での基礎的なところの課題も踏まえて、学

びやすさをどのように捉えたらいいかというところ

で悩んだところではあるのですが。私も光村さんが

分かりやすいかなと思いましたのは、各見開きのペ

ージで、もちろん本文があって、そこで読みをする

のですけれども、そのほかリード、スピーク、ライ

ト、それぞれ分かりやすくアイコンがあって、それ

ぞれのページで学べるように構成されているので、

１年生の教科書を見ておりますが、そういう形でそ

れぞれ取り組むことが割と明確なので、分かりやす

いかなと感じました。 

  先ほど言った小学校との連続性も踏まえて、これ

がいいんじゃないかなと思いまして、光村図書を推

薦したいと感じました。各委員からご意見を頂きま

したが、何か補足の意見がありましたらお願いした

いのですが、よろしいですか。 

  それでは、教科外国語、種目英語について採択し

ます。お１人１発行者に挙手をお願いいたします。  

 最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。０です。続いて、開隆堂を採択するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。０です。続いて、

三省堂を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０です。続いて、教育出版を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。０です。続いて、光村図書を

採択することに賛成の方の挙手を求めます。４名で

す。続いて、啓林館を採択することに賛成の方の挙

手を求めます。０です。 

  よって、光村図書を採択することに決定いたしま

す。 

  それでは、最後の教科になります。特別の教科道

徳について審議いたします。発行者は、東京書籍、

教育出版、光村図書、日本文教出版、Ｇａｋｋｅｎ、

あかつき教育図書、日本教科書、以上７社です。質

疑または意見がありましたらご発言をお願いいたし

ます。いかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 私としては、Ｇａｋｋｅｎの教科書を推

薦させていただきます。道徳というのは、道徳的な

判断力とか、信条とかそういうものを身につけてほ

しいということを重要視していますけれども、私の

中で一番重要視しているのは、いじめの防止につい

てです。いじめの防止についての教材数を扱ってく

ださっているのは、実を言うと光村さんが一番多い

のです。ただ、ほかの点で、中学校２年生の教科書

で、足立区の五色桜のことを扱ってくださったり、

足立区にとって身近なことも扱ってくださっている

というのが、いじめの教材数としては２番目なので

すけれども、バランスが取れたということで、Ｇａ

ｋｋｅｎを推薦させていただきたいと思っておりま

す。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。足立区の五色桜

の文章が載っているという点、ご意見がございまし

た。ほかの委員のご意見、いかがでございましょう

か。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、Ｇａｋｋｅｎと東京書籍でどちら

がいいかなと思ったのですけれども。東京書籍さん

の「つぶやき」っていう、メモっぽく一言書けるス

ペースがあるのですが、読んですぐにメモを取って、

自分の思いだったりとかいうのを書けるのはすごく

いいなと思っていて。それをすることによって自分

の記憶に残りやすいのかなと。自分の考えというも

のを記憶にして、みんなで話し合ったりとかという

ことがしやすいのかなと考えました。 

  ただ、Ｇａｋｋｅｎで目次についているマークが

一目でどのような内容なのかが分かるというのは、

すごくいいことだなと。マークの意味も同じページ

に記載されているので、すぐに分かる。どういった

ことを言いたいのかすぐに分かるということがいい

と思ったことと、「考えを深める４つのステップ」

というのを一番最初に示していまして、それを踏ま

えた上で、要所要所に「深めよう」というコーナー

を設けて、主体的に学習ができるようになっている

のかなと感じました。 
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  先ほど早川先生が言ったように、五色桜の話は、

私も初めて読んで知ったのですけれども、足立区の

お話でもありますから、やはり足立区の子どもたち

には知ってもらいたいなと感じました。 

  なので、Ｇａｋｋｅｎを推薦したいと思います。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。では、土肥委員

からもお願いします。 

○土肥委員 私もＧａｋｋｅｎを推薦します。まず、

Ｇａｋｋｅｎさんは目次が非常に分かりやすいので

す。最初の２ページに目次プラス、どこのジャンル

で入るかというのが、次の２ページでまた掲載され

ていて、タイトルの下にマークも入っていますし、

教える側にとっても非常に分かりやすく構成されて

いると思います。 

  あと、先ほどから出ているお話ですけれども、Ｇ

ａｋｋｅｎには、２つの足立ゆかりの教材が入って

います。１つは、２年生の五色桜、郷土の伝統と文

化の尊重について考えるというところで、桜がアメ

リカに渡って、ポトマックガーデンのところの桜を

また戻して、今、都市農業公園から土手のところで

すか。桜が戻ったという苦労話が記載されています。 

  もう１点は、そこまで具体的ではないのですが、

３年生の「どうして」という相互理解、寛容という

価値項目のところには、実は俳句の話なのですけれ

ども、この話はよく読むとすぐ分かるのですが、炎

天寺の一茶祭りのことを題材として書かれていると

ころです。都会の子どもで郷土愛がなかなか育みに

くいところに、炎天寺のこととか五色桜のことを、

足立区にゆかりがある２つの大きな点が書かれてい

るということで、私はかなり心を動かされました。 

  さらに、見やすいつくりになっているという点を

考えて、Ｇａｋｋｅｎを推薦させていただきます。 

○教育長 ありがとうございました。五色桜だけでな

く炎天寺の話もあるということで、Ｇａｋｋｅｎを

推す委員のご発言を頂いていまして、私も五色桜は

区民としての郷土愛を育む意味ではとても大事で、

生徒全員に読んでもらいたいなということを感じま

した。 

  なので、学びやすさというのですか、それぞれ「考

えよう」というところと、「深めよう」というとこ

ろで、その題材から何を学び取るかという、自分で

考えるということをしっかりとできるような流れも

ありますし、今、言った足立区に関連する題材もあ

るというところで、Ｇａｋｋｅｎがいいかなと感じ

ました。 

  そのＧａｋｋｅｎに関してで、各委員にご意見を

頂ければと思うのですけれども。Ｇａｋｋｅｎの五

色桜２年生だったのですけれども、３年生の教科書

の冒頭に芸能人の方の文章が出ています。お２人、

ＲＯＬＡＮＤさんという方と、渡辺直美さんの文章

なのですけれども。自分が道徳を学んでいた頃に、

芸能人の方が出てくるって余りないことなので、こ

ういう芸能人を取り上げている、部分でも取り上げ

るということに関して、どんなふうにお感じになる

かだけ委員の皆様に頂ければと思うのですが、いか

がでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私もこの３年生の一番最初のページから

あるのってどうなのかなと思ったのですけれども。

東京書籍さんも３年生の一番最初がヒカキンさんな

のです。有名人だからどうなのだろうと思ったので

すけれども。ただ、その内容を考えると、ＳＮＳだ

ったりとか、スマホとの付き合い方だったりとか、

そういうふうな内容だったので、あと自分らしくと

いうような内容だったりとかなので、この人たちを

ピックアップして、この人たちがどうということで

はないというか。人というよりは、内容に焦点を当

てているのかなと思っております。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかの委員も、

もしご発言があればですが。 

  土肥委員。 

○土肥委員 ＲＯＬＡＮＤさんと渡辺直美さんが、２

人が最初の２ページでスマホのことで、ＳＮＳのこ

とで書いてあるのですけれども、私は、逆にこうい
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う人たちが、ＳＮＳのことについて自分の思いを書

いてあるということに、生徒の関心は非常に高まっ

て、「あ、こういう人たちってこんなことを考えて

いるのだ」という意味で、逆にインパクトがあって

私はいいのではないかと思っています。 

  ＲＯＬＡＮＤさんの文章の中に、こんな一節があ

るのです。「現代テクノロジーから解放され、一人

のんびりホテルで過ごす時間は、とても贅沢だった」。

ＳＮＳをたくさん使うような人が、こういうことを

感じた旅だったとか、渡辺直美さんは、自分らしさ

を大切にして、ＳＮＳと付き合っていけたら新しい

世界が広がっていくかもしれませんということで、

インスタグラム、Ｘとかそういうことをたくさんや

っている人たちが、ＳＮＳを離れるとこういうよさ

もある、正しく使っていけばいいみたいな内容のこ

とが書かれているので、逆にインパクト的に私はい

いのではないかなと思いました。 

○教育長 ありがとうございます。 

  早川委員。 

○早川委員 昔だったらこういう方たちは出ていなか

ったかもしれないのですけれども、このＳＮＳとい

うのは、私たちが思う以上に本当に子どもたちも、

これからも社会で、本当に私たちが思う以上の速さ

で入ってくる。もちろん、それは避けて通ることも

できるのですけれども、子どもたちの世代は、避け

て通れるどころか、それをどんどん活用していく世

代になっていると思います。その中で、今のところ

は、ヒカキンさんとかＲＯＬＡＮＤさんかもしれな

いけれども、確かにフォロワー数というのは、とっ

ても多いのです。渡辺直美さんも一人でニューヨー

クに行って、コンテストに出て、それで今では、ニ

ューヨークで歩いていると、「ヘイ、ナオミ」って

いって声をかけられるくらい成功しているという人

なのです。余り日本では見られないけれども、Ｙｏ

ｕＴｕｂｅとかその世界ではすごく有名だと。そう

いう人たちの生き方も私たちは受容しなければいけ

ないですし、逆に言うと、さっき土肥先生がおっし

ゃいましたけれども、子どもたちも身近に感じる。 

  ＲＯＬＡＮＤさんもホストですけれども、ホスト

としては書いていないのです。今はホストを辞めて

いらっしゃるのかな、分からないですけれども。会

社経営という形で、うたわれていますので。 

  そういうふうに道をちゃんと積んでいるのだとい

うことも含めて、今の世の中にはいいかなと思って

います。 

○教育長 ありがとうございます。各委員の意見と私

も基本的に一緒です。最初はどうかなって一瞬思っ

たのですけれども、やはり最先端を行っている２人

が、このテーマがウエルビーイングということで、

いろいろな面で幸福な状態というところに、このＳ

ＮＳの在り方に一石を投じるみたいな内容なので、

とてもインパクトのある、また発信力のある方の発

言というのはとても影響が大きいのでむしろいいの

かなと思っていたので、皆様と同意見だというとこ

ろでとてもよかったと思います。 

  ほかに意見がなければ、採択させていただきたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

  それでは、特別の教科道徳について採択いたしま

す。お１人１発行者に挙手をお願いします。最初に、

東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。０です。続いて、教育出版を採択することに賛

成の方の挙手を求めます。０です。続いて、光村図

書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０

です。続いて、日本文教出版を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。０です。続いて、Ｇａｋｋ

ｅｎを採択することに賛成の方の挙手を求めます。

４名です。続いて、あかつき教育図書を採択するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。０です。続いて、

日本教科書を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０です。 

  よって、Ｇａｋｋｅｎを採択することに決定いた

します。 

  ここで、もう一つお諮りしたいことがございます。

教科書採択における道徳の教科書の取扱いについて、

お諮りいたします。 

  採択教科書を変更した場合、今回は、これまでが
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教育出版でした。採択教科書を変更した場合、第１

学年については、採択変更後の発行者の新版の教科

書を使用します。第２学年、第３学年については、

学習内容の連続性に配慮して、採択変更前の発行者

の新版教科書を使用することが原則となっています。

原則でいくと、第１学年は、新しい採択教科書の発

行者。２年生、３年生は採択前の発行者ということ

で、１年と２年３年で分かれるというのが原則です。

ただし、道徳については、採択権者の判断により、

特に必要性を認める場合には、第２学年、第３学年

について、採択変更後の発行者の新版教科書を使用

することが可能となります。１学年から３学年、同

一の発行者の教科書にするのは可能となっています。 

  このため、委員の皆様にこの取扱いについてご意

見を頂きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

  土肥委員。 

○土肥委員 ぜひ、１年から３年までＧａｋｋｅｎに

してもらいたいです。というのは、先ほどＧａｋｋ

ｅｎにしたい理由を言った中の、郷土愛とか炎天寺

の話とか五色桜の話というのは、実は五色桜の話は

中学校２年生の教科書。炎天寺の俳句の話は、中学

校３年生の教科書に載っています。ということは、

今までの教科書を使うと、新しい中学２年生、３年

生はその話に触れないで終わってしまうことになっ

てしまうので、道徳は別に新しい教科書を採択した

ら、そこの会社のものを中学校全部替えていいルー

ルがあるはずですから、ぜひ新しい採択の教科書に

していただければと思います。 

○教育長 ありがとうございます。ほかの委員のご意

見を伺いたいのですが。 

  早川委員。 

○早川委員 私も同様です。例えば数学とか英語とか

と違って、教科書が変わると、これを習っていない

などの差が出にくい科目ですから、ぜひ中１、中２、

中３は同じ発行者にしていただきたいと思います。 

  以上です。 

○教育長 倉橋委員。 

○倉橋委員 私もお二方と同じ意見です。せっかく足

立区のことが書いてある教科書ですので、新しい２

年生、３年生の子たちにもこの教科書で学習をして

いただきたいと思います。 

  以上です。 

○教育長 ありがとうございます。私も３人の委員と

同意見でございます。 

  では、お諮りいたします。採択変更後の発行者の

新版教科書について、第２学年と第３学年も使用す

ることに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。 

よって、道徳の採択変更後の発行者の新版教科書

を、第２学年と第３学年も使用することといたしま

す。 

  以上で、第７４号議案「令和７年度足立区立中学

校使用教科用図書の採択について」の審議を終了い

たします。 

  私から一言述べさせていただきますが、展示会で

ご意見を頂いた大勢の区民の皆様をはじめ、この間

ご尽力いただきました審議委員、調査委員、各学校

の先生方、そして事務局、教育委員の皆様には心か

ら御礼を申し上げます。ありがとうございました。 

  本日の採択に至るまで、私だけでなく皆さん何度

も教科書を読み直したものと思いますが、そのおか

げで、常に厳正中立な立場で審査できたと考えてお

ります。これも皆様のご協力のおかげと感謝いたし

ます。本当にありがとうございました。 

  では、次に日程第３、第７５議案を議題といたし

ます。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第３、第７５議案「令和７

年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及

び足立区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採

択について」以上。 

○教育長 第７５号議案について岩松教育指導部長か

ら説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。お手元の２０ページ
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をお開き願います。第７５号議案でございます。件

名につきましては、記載のとおりでございます。 

  学校教育法附則第９条に、「特別支援学校及び特

別支援学級においては、文部科学大臣の検定を経た

教科用図書又は文部科学省が著作の名義を有する教

科用図書以外の教科書を使用することができる」と

いう規定がございます。 

  これに基づき、資料１７ページから１９ページに

ございます「令和７年度足立区立小･中学校特別支援

学級使用教科用図書選定一覧」のとおり、足立区立

小・中学校の特別支援学級に在籍する児童・生徒の

発達状況にあった図書を選定いたしました。 

  ２０ページにお戻りください。項番３でございま

す。図書選定の状況でございますが、「足立区立小

学校使用教科用図書採択要綱」及び「足立区立中学

校使用教科用図書採択要綱」に基づき、「学校教育

法附則第９条図書委員会」を設置し、各特別支援学

級設置校が選定した図書を審査いたしました。 

  その結果として添付させていただいております

「令和７年度足立区立小･中学校特別支援学級使用

教科用図書選定一覧」につきまして採択いただきた

く、ご審議をお願いいたします。 

  以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。 

  第７５号議案について、ご意見、ご質問がありま

したら委員のご発言をお願いいたします。 

ご質疑はございますでしょうか。 

  ないようですので、これより、第７５号議案「令

和７年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図

書及び足立区立中学校特別支援学級使用教科用図書

の採択について」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり議決することといたします。 

  そのほか何かご質疑、ご意見がございますでしょ

うか。よろしいですか。 

  ないようですので、以上をもちまして、本年第８

回足立区教育委員会定例会を閉会いたします。お疲

れさまでした。 

午後３時３７分閉会 

 



令 和 ６ 年 第 ８ 回 

足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会 

 

日  時  令和６年８月２０日 火曜日 午後１時００分開議 

会  場    こども支援センターげんき 研修室３ 

 

１ 議 事 日 程 頁 

日程第１  第７３号議案 令和７年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について… ２ 

日程第２  第７４号議案 令和７年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について… ５ 

日程第３  第７５号議案 
令和７年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び

足立区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について 
１６ 
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第７３号議案 

   令和７年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年８月２０日 

      提出者   足立区教育委員会教育長 中村  明慶 

 

   令和７年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法

律第１８２号）第１３条及び同施行令第１４条の規定に基づき、令和７

年度足立区立小学校使用教科用図書を次頁に記載のとおり採択する。  

 

 （提案理由） 

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び義務教育諸

学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令に基づき、令和７年度

から使用する小学校使用教科用図書を採択する必要があるので、この案

を提出いたします。  
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足立区立小学校 令和６年度現在 使用教科書一覧 

教 科 種 目 図 書 名 発 行 者 

国 語 国 語 国語 光村図書出版株式会社 

書 写 書写 光村図書出版株式会社 

社 会 社 会 小学社会 日本文教出版株式会社 

地 図 楽しく学ぶ 

小学生の地図帳 

株式会社帝国書院 

算 数 算 数 新編 新しい算数 東京書籍株式会社 

理 科 理 科 新編 新しい理科 東京書籍株式会社 

生 活 生 活 せいかつ 教育出版株式会社 

音 楽 音 楽 小学生の音楽 株式会社教育芸術社 

図画工作  図画工作 図画工作 日本文教出版株式会社 

家 庭 家 庭 新編 新しい家庭 東京書籍株式会社 

体 育 保 健 新編 新しい保健 東京書籍株式会社 

外 国 語 英 語 Here We Go! 光村図書出版株式会社 

特別の教科 

道 徳 

道 徳 新編 新しい道徳 東京書籍株式会社 
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第７３号議案説明資料 
令和６年８月２０日 

件    名 令和７年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 提案理由 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び同施行令

に基づき、令和７年度から使用する小学校使用教科用図書を令和６年

８月３１日までに採択する必要があるため。 

２ 採択内容 

（１）採択教科 

全教科・全種目 

（２）採択する教科書 

小学校使用教科用図書については、来年度が令和５年度に採択し 

た教科書を使用する２年目にあたるため、義務教育諸学校の教科用

図書の無償措置に関する法律施行令第１５条及び足立区立小学校使

用教科用図書採択要綱第１５条の規定に基づき、教科用図書審議会、

教科用図書調査委員会、教科用図書研究会は設置せず、引き続き同一

の教科用図書を採択する。 

３ 今後の方針 

  採択結果を令和６年８月３０日（金）までに東京都教育委員会へ報告

する。 
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第７４号議案  

   令和７年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年８月２０日  

      提出者   足立区教育委員会教育長  中村  明慶  

 

   令和７年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法

律第１８２号）第１３条及び同施行令第１４条の規定に基づき、令和７

年度足立区立中学校使用教科用図書を次頁から９頁までに記載の図書

のうちから採択する。  

 

 （提案理由）  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び義務教育

諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令に基づき、令和７年

度から使用する中学校使用教科用図書を採択する必要があるので、この

案を提出いたします。  
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令和７年度中学校使用教科用図書 発行者一覧 

  
教科 図書名 発行者 

国語 

新編 新しい国語 １年～３年 東京書籍株式会社 

現代の国語 １年～３年  株式会社三省堂 

伝え合う言葉 中学国語 １年～３年 教育出版株式会社 

国語 １年～３年 光村図書出版株式会社 

書写 

新編 新しい書写 一・二・三年 東京書籍株式会社 

現代の書写 一・二・三 株式会社三省堂 

中学書写 教育出版株式会社 

中学書写 一・二・三年 光村図書出版株式会社 

社会 
（地理） 

新編 新しい社会 地理 東京書籍株式会社 

中学社会 地理 地域にまなぶ 教育出版株式会社 

社会科 中学生の地理  

世界の姿と日本の国土 
株式会社帝国書院 

中学社会 地理的分野 日本文教出版株式会社 

社会 
（地図） 

新編 新しい社会 地図 東京書籍株式会社 

中学校社会科地図 株式会社帝国書院 

社会 
（歴史） 

新編 新しい社会 歴史 東京書籍株式会社 

中学社会 歴史 未来をひらく 教育出版株式会社 

社会科 中学生の歴史  

日本の歩みと世界の動き 
株式会社帝国書院 
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社会 
（歴史） 

中学歴史 日本と世界 改訂版 株式会社山川出版社 

中学社会 歴史的分野 日本文教出版株式会社 

新しい歴史教科書 株式会社自由社 

新しい日本の歴史 株式会社育鵬社 

ともに学ぶ人間の歴史 株式会社学び舎 

国史教科書 第７版 令和書籍株式会社 

社会 
（公民） 

新編 新しい社会 公民 東京書籍株式会社 

中学社会 公民 ともに生きる 教育出版株式会社 

社会科 中学生の公民  

よりよい社会を目指して 
株式会社帝国書院 

中学社会 公民的分野 日本文教出版株式会社 

新しい公民教科書 株式会社自由社 

新しいみんなの公民 株式会社育鵬社 

数学 

新編 新しい数学  

～MATH CONNECT 数学のつながり～ 

１年～３年 

東京書籍株式会社 

数学の世界 １年～３年 大日本図書株式会社 

中学校 数学 １年～３年 学校図書株式会社 

中学数学 １年～３年 教育出版株式会社 

未来へひろがる数学 １年～３年 
株式会社新興出版社 

啓林館 

これからの 数学 １年～３年 数研出版株式会社 

中学数学 １年～３年 日本文教出版株式会社 
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理科 

新編 新しい科学 １年～３年 東京書籍株式会社 

理科の世界 １年～３年 大日本図書株式会社 

中学校 科学 １年～３年 学校図書株式会社 

自然の探究 中学理科 １年～３年 教育出版株式会社 

未来へひろがるサイエンス １年～３年 
株式会社新興出版社 

啓林館 

音楽 

（一般） 

中学音楽 音楽のおくりもの １年～３年 教育出版株式会社 

中学生の音楽 １年～３年 株式会社教育芸術社 

音楽 

（器楽 

合奏） 

中学器楽 音楽のおくりもの 教育出版株式会社 

中学生の器楽 株式会社教育芸術社 

美術 

美術 １年～３年 開隆堂出版株式会社 

美術 １年～３年、 

美術 １年資料 
光村図書出版株式会社 

美術 美術との出会い・学びの実感と深まり・ 

学びの探求と未来 １年～３年 
日本文教出版株式会社 

保健体育 

新編 新しい保健体育 東京書籍株式会社 

中学校保健体育 大日本図書株式会社 

最新 中学校保健体育 株式会社大修館書店 

新・中学保健体育 株式会社Ｇａｋｋｅｎ 

技術・

家庭 
（技術） 

新編 新しい技術・家庭 技術分野  

未来を創る Technology 
東京書籍株式会社 

新 技術・家庭 技術分野 明日を創造する、 
新 技術・家庭 技術分野 明日を創造する スキルアシスト 教育図書株式会社 

技術・家庭 技術分野  

テクノロジーに希望をのせて 
開隆堂出版株式会社 

技術・家庭 
（家庭） 

新編 新しい技術・家庭 家庭分野  

自立と共生を目指して 
東京書籍株式会社 
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技術・

家庭 

（家庭） 

新 技術・家庭 家庭分野  

暮らしを創造する 
教育図書株式会社 

技術・家庭 家庭分野  

自立しともに支え合う生活へ 
開隆堂出版株式会社 

外国語 
（英語） 

NEW HORIZON English Course １年～３年 東京書籍株式会社 

Sunshine English Course １年～３年 開隆堂出版株式会社 

NEW CROWN English Series １年～３年 株式会社三省堂 

ONE WORLD English Course １年～３年 教育出版株式会社 

Here We Go! ENGLISH COURSE １年～３年 光村図書出版株式会社 

BLUE SKY English Course １年～３年 
株式会社新興出版社 

啓林館 

特別の 

教科 
道徳 

新編 新しい道徳 １年～３年 東京書籍株式会社 

中学道徳 とびだそう未来へ １年～３年 教育出版株式会社 

中学道徳  

きみが いちばん ひかるとき １年～３年 
光村図書出版株式会社 

中学道徳 あすを生きる １年～３年、 

中学道徳 あすを生きる 道徳ノート １年～３年 
日本文教出版株式会社 

新版 中学生の道徳 明日への扉 １年～３年 株式会社Ｇａｋｋｅｎ 

中学生の道徳 １年～３年 
あかつき教育図書 

株式会社 

道徳 中学校 生き方から学ぶ・ 

生き方を見つめる・生き方を創造する 

１年～３年 

日本教科書株式会社 
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第７４号議案説明資料 
令和６年８月２０日 

件    名 令和７年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 提案理由 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び同施行令

に基づき、令和７年度から使用する中学校使用教科用図書を令和６年

８月３１日までに採択する必要があるため。 

２ 採択内容 

（１）採択教科（１０教科１６種目） 

  国語、国語（書写）、社会（地理的分野）、社会（地図）、社会（歴

史的分野）、社会（公民的分野）、数学、理科、音楽（一般）、音楽

（器楽合奏）、美術、保健体育、技術・家庭（技術的分野）、技術・

家庭（家庭的分野）、外国語（英語）、道徳 

※ 外国語（英語）に関しては、デジタル教科書についても調査し、

採択の考慮事項とする。 

（２）採択する教科書 

「中学校用教科書目録（令和７年度使用）」（Ｐ１２～１５参照）

に登録されている教科書のうちから採択する。 

３ 各委員会の開催状況 

足立区立中学校使用教科用図書採択要綱に基づき、教科用図書審議

会、教科用図書調査委員会、教科用図書研究会を設置し、調査・研究を

行った。 

（１）教科用図書研究会 

５月 ９日（木） 区立中学校長へ研究報告書の作成依頼 

（２）教科書展示 

５月１３日（月）～５月２９日（水） 研究会用展示 

    ６月 ５日（水）～６月２８日（金） 特別展示、法定展示 

（３）教科用図書調査委員会 

５月１５日（水） 第１回調査委員会 

６月１２日（水） 第２回調査委員会 

（４）教科用図書審議会 

７月 ３日（水） 第１回審議会 

７月１１日（木） 第２回審議会 

７月１７日（水） 第３回審議会 

７月２４日（水） 第４回審議会 

７月２９日（月） 第５回審議会 

４ 採択資料 

８月２日（金） 審議会から教育委員会へ採択資料を提出 
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５ 今後の方針 

採択結果を令和６年８月３０日（金）までに東京都教育委員会へ報告

する。 
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第７５号議案  

   令和７年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立

区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年８月２０日  

提出者   足立区教育委員会教育長  中村  明慶  

 

令和７年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立

区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について  

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法

律第１８２号）第１３条及び学校教育法（昭和２２年法律第２６号）附

則第９条の規定に基づき、次頁から１９頁までに記載の図書について、

令和７年度足立区立小学校特別支援学級及び足立区立中学校特別支援学

級で使用する教科用図書として採択する。  

 

 （提案理由）  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条及び学

校教育法附則第９条の規定に基づき、令和７年度の足立区立小学校特別

支援学級使用教科用図書及び足立区立中学校特別支援学級使用教科用図

書を採択する必要があるので、この案を提出いたします。  

 

 



令和７年度 足立区立小・中学校特別支援学級使用教科用図書選定一覧
（国語）

№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 こくご☆☆☆ 東京書籍

2 中 国語☆☆☆☆ 東京書籍

3 中 国語☆☆☆☆☆ 東京書籍

4 中 改訂新版くらしに役立つ国語 東洋館出版社

5 中 ひとりだちするための国語 日本教育研究出版

（書写）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 極める！ペン字・筆文字練習帳 コスミック出版

2 中 わかりやすい毛筆の基本 日本習字普及協会

3 中 中学書写硬筆練習帳 教育出版

（社会）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 社会☆☆☆☆ 東京書籍

2 中 社会☆☆☆☆☆ 東京書籍

3 小 みぢかなかがくシリーズ　町の水族館・町の植物園 福音館書店

4 小 東京パノラマたんけん 小峰書店

5 小 にっぽんちず絵本 戸田デザイン研究室

6 小 いちばんわかりやすい　
小学生のための学習世界地図帳 成美堂出版

7 中 改訂新版くらしに役立つ社会 東洋館出版社

8 中 超ビジュアル！日本の歴史人物大事典 西東社

（算数・数学）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 さんすう☆☆☆ 教育出版

2 中 数学☆☆☆☆ 教育出版

3 中 数学☆☆☆☆☆ 教育出版

4 中 改訂新版くらしに役立つ数学 東洋館出版社

5 中 ひとりだちするための算数・数学 日本教育研究出版

（理科）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 理科☆☆☆☆ 東京書籍

2 中 理科☆☆☆☆☆ 東京書籍

3 小 絵本図鑑シリーズ８　　やさいのずかん 岩崎書店

4 小 改訂新版　体験を広げるこどものずかん４　はなとやさい・くだもの ひかりのくに

5 小 こどものずかんＭｉｏ１２　きせつとしぜん ひかりのくに

6 小 福音館の科学シリーズ　地球 福音館書店

7 中 自立生活ハンドブック４　からだ！！げんき！？ 育成会

8 中 改訂新版くらしに役立つ理科 東洋館出版社

9 中 新しい教養のための理科　応用編１ 誠文堂新光社
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（生活）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 選定本なし

（知的障害特別支援学校小学部の教科である生活※）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 選定本なし

（音楽）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 音楽☆☆☆☆ 東京書籍

2 中 音楽☆☆☆☆☆ 東京書籍

（図画工作）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 選定本なし

（技術・家庭）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 職業・家庭☆☆☆☆ 東京書籍

2 中 職業・家庭☆☆☆☆☆ 東京書籍

3 中 職業・家庭たのしい職業科　わたしの夢につながる 開隆堂出版

4 中 職業・家庭たのしい家庭科　わたしのくらしに生かす 開隆堂出版

5 中 改訂新版くらしに役立つ家庭 東洋館出版社

6 中 夢を育む技術、職業－未来に向かって 開隆堂出版

7 中 共に生きる家庭科－自立を目指して 開隆堂出版

（保健・保健体育）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 子どもとマスターする５８のからだの知識　イラスト版からだのしくみとケア 合同出版

2 中 改訂新版くらしに役立つ保健体育 東洋館出版社

3 中 ステップアップ中学体育２０２４ 大修館書店

4 中 図解中学体育東京版 あかつき教育図書

（道徳）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 ４年生（採択教科書） －

2 中 ５年生（採択教科書） －

3 中 ６年生（採択教科書） －

※小学校特別支援学級において知的障害及び知的障害を併せ有する児童を教育する場合は、知的障害特別支援学校小学部の教科で
ある生活を選定することができる。この場合、小学校の社会・理科・生活・家庭の各教科の検定済教科書は選定できない。
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（美術）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 選定本なし

（英語）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 ＣＤつき　絵で学ぶ小学生の英語レッスン　ＡＢＣから英会話まで 成美堂出版

2 中 CDつき　楽しく歌える英語のうた 成美堂出版

3 中 CDつき　小学生の英語レッスン　絵でみて学ぼう英会話 成美堂出版

4 中 学ぼう！英語　単語・発音・アルファベット 数研出版
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第７５号議案説明資料 
令和６年８月２０日 

件    名 令和７年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立区立中

学校特別支援学級使用教科用図書の採択について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 提案理由 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条及び

学校教育法附則第９条の規定に基づき、特別支援学級においては、個々

の児童・生徒にあった図書を、令和６年８月３１日までに採択する必

要があるため。 

 

２ 採択する教科書 

特別支援学級に在籍する児童・生徒の発達状況にあった図書を、次

の中から選定し教科書として採択する。 

（１）「特別支援学校用（小・中学部）教科書目録（令和７年度使用）」

（Ｐ２１～２６参照）に記載の知的障害者用教科書 

 （２）その他絶版の恐れがない令和７年度に供給が見込まれる一般図書 

   （Ｐ２７～２８参照） 

 

３ 図書選定の状況  

足立区立小学校使用教科用図書採択要綱及び足立区立中学校使用教

科用図書採択要綱に基づき、学校教育法附則第９条図書委員会（※）

を設置し、選定図書の審査を行った。 

６月１０日（月） 特別支援学級設置校へ図書選定依頼 

７月１８日（木） 図書委員会開催 

※ 教育指導課長、こども支援センターげんき担当指導主事、特別支 

援学級設置小学校長３人、特別支援学級設置中学校長２人で構成され

る。 

 

４ 審査結果 

７月３１日（水）「令和７年度 足立区立小・中学校特別支援学級使

用教科用図書選定一覧」（Ｐ１７～１９参照）を教

育長に提出 

 

５ 今後の方針 

採択された教科用図書の名称・必要数等について、学務課から都に

報告する（９月予定）。 
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その他絶版の恐れがない令和７年度に供給が見込

まれる一般図書 一覧 

教科 小・中 一般図書名 発行者名 

国語 
中 改訂新版くらしに役立つ国語 東洋館出版社 

中 ひとりだちするための国語 日本教育研究出版 

書写 

中 極める！ペン字・筆文字練習帳 コスミック出版 

中 わかりやすい毛筆の基本 日本習字普及協会 

中 中学書写硬筆練習帳 教育出版 

社会 

小 
みぢかなかがくシリーズ  

町の水族館・町の植物園 
福音館書店 

小 東京パノラマたんけん 小峰書店 

小 にっぽんちず絵本 戸田デザイン研究室 

小 
いちばんわかりやすい 小学生のための学

習世界地図帳 
成美堂出版 

中 改訂新版くらしに役立つ社会 東洋館出版社 

中 超ビジュアル！日本の歴史人物大事典 西東社 

算数・ 

数学 

中 改訂新版くらしに役立つ数学 東洋館出版社 

中 ひとりだちするための算数・数学 日本教育研究出版 

 

理科 

 

小 絵本図鑑シリーズ８  やさいのずかん 岩崎書店 

小 
改訂新版 体験を広げるこどものずかん４ 

はなとやさい・くだもの 
ひかりのくに 

小 こどものずかんＭｉｏ１２ きせつとしぜん ひかりのくに 

小 福音館の科学シリーズ 地球 福音館書店 
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教科 小・中 一般図書名 発行者名 

 

理科 

中 
自立生活ハンドブック４  

からだ！！げんき！？ 
育成会 

中 改訂新版くらしに役立つ理科 東洋館出版社 

中 新しい教養のための理科 応用編１ 誠文堂新光社 

技術・ 

家庭 

中 
職業・家庭たのしい職業科  

わたしの夢につながる 
開隆堂出版 

中 
職業・家庭たのしい家庭科  

わたしのくらしに生かす 
開隆堂出版 

中 改訂新版くらしに役立つ家庭 東洋館出版社 

中 夢を育む技術、職業－未来に向かって 開隆堂出版 

中 共に生きる家庭科－自立を目指して 開隆堂出版 

保健・ 

保健体育 

中 
子どもとマスターする５８のからだの知識 

イラスト版からだのしくみとケア 
合同出版 

中 改訂新版くらしに役立つ保健体育 東洋館出版社 

中 ステップアップ中学体育２０２４ 大修館書店 

中 図解中学体育東京版 あかつき教育図書 

英語 

中 
ＣＤつき 絵で学ぶ小学生の英語レッスン 

ＡＢＣから英会話まで 
成美堂出版 

中 ＣＤつき 楽しく歌える英語のうた 成美堂出版 

中 
ＣＤつき 小学生の英語レッスン  

絵でみて学ぼう英会話 
成美堂出版 

中 学ぼう！英語 単語・発音・アルファベット 数研出版 
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